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一

は
じ
め
に

二

「
刑
罰
」
に
つ
い
て
の
考
察

三

お
わ
り
に

一

は
じ
め
に

「
刑
法
覚
書
」
シ
リ
ー
ズ
の
五
回
目(1
)の
今
回
は
、「
刑
法
総
論
」
の
テ
ー
マ
の
三
回
目
に
つ
い
て
執
筆
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

本
稿
に
お
い
て
は
、「「
刑
罰
」
に
つ
い
て
の
考
察
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
で
、「
刑
罰
」
を
め
ぐ
る
様
々
な
論
点
に
つ
い
て(2
)多
角
的
に

考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

〔
論

説
〕刑

法
総
論
覚
書
⑶

―
「
刑
罰
」
に
つ
い
て
の
考
察
―

伊

藤

司
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（
１
）
五
回
目
と
は
成
蹊
大
学
に
着
任
後
の
回
数
で
あ
る
が
、
一
回
目
は
「
成
蹊
法
学
」
68
・
69
合
併
号
（
平
成
二
〇
年
）
四
三
―
九
頁
、
二
回
目
は
同

72
号
（
平
成
二
二
年
）
一
一
五
―
二
四
頁
、
三
回
目
は
同
76
号
（
平
成
二
四
年
）
七
七
―
八
八
頁
、
四
回
目
は
同
84
号
（
平
成
二
八
年
）
八
一
―
一

〇
九
頁
で
あ
る
。

（
２
）「
刑
罰
」
を
め
ぐ
る
様
々
な
論
点
に
つ
き
、
中
村
悠
人
「
刑
罰
の
正
当
化
根
拠
に
関
す
る
一
考
察
（
一
）
―
日
本
と
ド
イ
ツ
に
お
け
る
刑
罰
理
論
の

展
開
―
」
立
命
館
法
学
三
四
一
号
（
平
成
二
四
年
）
二
四
五
頁
参
照
。

二

「
刑
罰
」
に
つ
い
て
の
考
察

⑴
「
序
論
」
「
刑
罰(3

)｣
と
い
う
場
合
、
今
日
的
に
は
「
犯
罪
」
に
対
応
す
る
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
従
っ
て
、

あ
る
「
犯
罪
」
が
行
わ
れ
た
場
合
は
あ
る
「
刑
罰
」
が
科
せ
ら
れ
う
る
と
い
う
対
応
関
係
に
あ
る
こ
と
に
な
る
（
＝
「
犯
罪
」
と
そ
れ
に

対
す
る
「
刑
罰
」
と
い
う
視
座
）。
こ
の
関
係
は
い
わ
ゆ
る
罪
刑
法
定
主
義
原
則
の
根
幹
を
な
す
も
の
と
も
言
え
よ
う(4
)が
、「
刑
罰
」
に
つ

い
て
は
い
わ
ゆ
る
量
刑
論
が
実
務
上
は
最
も
重
要
な
視
点
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ど
の
程
度
の
「
刑
罰
」
が
科
せ
ら
れ
る
か
が
被
告
人

等
に
と
っ
て
最
も
切
実
な
問
題
と
言
え
よ
う
か
ら
で
あ
る
が
、「
犯
罪
」
の
認
定
が
な
さ
れ
、
適
用
法
条
が
定
ま
り
、
罪
数
関
係
を
経
て
、

法
定
刑
・
処
断
刑
・
宣
告
刑
と
い
う
実
定
刑
法
上
の
段
取
り
を
た
ど
る
限
り
、
そ
こ
に
は
何
も
問
題
は
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、

「「
刑
罰
」
に
つ
い
て
の
考
察
」
と
は
言
っ
て
も
、
量
刑
論
上
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
り
う
る
か
が
、
実
務
上
は
問
題
と
な
っ
て
こ
よ
う
。

「
法
定
刑
」
の
枠
内
で
そ
の
よ
う
な
考
察
が
ど
の
程
度
の
影
響
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
が
、
実
務
刑
法
上
は
最
大
の
関
心
事
と
い
う

こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
実
務
は
実
務
と
し
て
日
々
刑
の
宣
告
に
当
っ
て
い
る
の
で
、
実
態
的
に
は
そ
の
よ
う
な
も
の
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う(5
)が
、
そ
の
よ
う
な
実
務
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
よ
り
多
角
的
な
視
点
か
ら
本
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
察

を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
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（
３
）「
刑
罰
」
自
体
の
意
義
に
つ
い
て
は
、「
国
家
に
よ
っ
て
意
図
的
に
加
え
ら
れ
る
、
過
去
の
違
法
行
為
へ
の
非
難
を
伴
っ
た
害
悪
で
あ
る
、
と
」
の

定
義
が
見
ら
れ
（
松
原
芳
博
「
刑
罰
の
正
当
化
根
拠
と
し
て
の
応
報
―
刑
法
学
の
視
点
か
ら
―
」
日
本
法
哲
学
会
編
「
応
報
の
行
方
（
法
哲
学
年
報

二
〇
一
五
）」（
平
成
二
八
年
）
六
四
頁
。
小
野
清
一
郎
「
日
本
刑
法
の
歴
史
的
発
展
―
一
つ
の
概
観
―
」
同
『
刑
罰
の
本
質
に
つ
い
て
・
そ
の
他
』（
昭

和
三
〇
年
一
刷
、
昭
和
四
四
年
二
刷
）
三
四
四
頁
（
も
っ
と
も
、
そ
こ
で
は
必
ず
し
も
「
近
代
国
家
」
に
限
ら
れ
て
い
な
い
〔
三
四
九
以
下
、
三
五

三
以
下
、
三
六
七
以
下
、
三
八
五
、
四
〇
五
頁
以
下
参
照
〕）、
金
澤
文
雄
「
刑
罰
の
目
的
」
矯
正
協
会
編
『
矯
正
協
会
百
周
年
記
念
論
文
集
第
一
巻
』

（
昭
和
六
三
年
）
一
八
三
頁
も
参
照
）、
い
わ
ゆ
る
「
国
家
刑
罰
権
」
が
表
明
さ
れ
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
が
、
今
日
の
刑
法
に
お
い
て
は
当
然
の

前
提
と
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
（
A
uch
vgl.T
O
BIA
S
R.A
N
D
RISSEK
,V
ergeltung
als
Strafzw
eck:Em
pirisch-soziologische
Begrūn-

dung
und
krim
inalpolitische
Folgerungen,2017,S.7）。
し
か
し
て
、
現
在
の
日
本
刑
法
典
に
お
い
て
は
、
九
条
に
規
定
さ
れ
た
「
刑
」
を
予

告
し
た
刑
罰
法
規
中
の
「
法
律
効
果
」
を
指
す
と
い
う
の
が
狭
義
の
形
式
的
意
味
で
の
「
刑
罰
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
（
こ
の
点
、
T
onio
W
alter,

Strafe
und
V
ergeltung-Rehabilitation
und
Grenzen
eines
Prinzips
,2016,S.9
に
も
、「
刑
罰
（
K
rim
inalstrafe）
は
行
為
者
が
蒙
る
か
つ

蒙
る
べ
き
で
あ
る
害
悪
と
定
義
で
き
る
と
こ
ろ
、
こ
の
害
悪
は
刑
事
裁
判
所
の
有
罪
判
決
が
表
明
す
る
法
的
な
不
同
意
（
M
issbilligung）
を
強
調

す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
に
お
け
る
刑
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
と
り
わ
け
自
由
刑
と
罰
金
刑
で
あ
る
。」
と
あ
る
）。

こ
れ
に
対
し
、
松
生
建
「
刑
罰
と
峻
厳
な
取
扱
い
」
高
橋
則
夫
ほ
か
編
『
曽
根
威
彦
先
生

田
口
守
一
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
［
下
巻
］』（
平
成
二
六
年
）
一
九
頁
以

下
は
、
刑
罰
と
い
う
制
裁
に
限
っ
て
な
ぜ
峻
厳
な
取
扱
い
が
正
当
化
で
き
る
の
か
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
が
、
実
定
法
上
の
取
扱
い
に
体
現
さ
れ
た
人

類
の
歴
史
的
・
秩
序
維
持
的
感
覚
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ベ
ッ
カ
リ
ー
ア
〔
小
谷
眞
男
訳
〕『
犯
罪
と
刑
罰
』（
平
成
二
三
年
）
も
、

「
社
会
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
法
律
を
か
つ
て
の
混
沌
に
ふ
た
た
び
沈
み
こ
め
よ
う
と
す
る
の
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
の
に
十
分
な
ほ
ど
の
、
感
覚
に

訴
え
か
け
る
よ
う
な
動
因
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
感
覚
に
訴
え
か
け
る
動
因
が
、
法
律
に
違
反
す
る
者
た
ち
に
対
し
て
定
め
ら
れ
た
刑
罰
な
の
で

あ
る
。」（
一
一
頁
）
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
す
な
わ
ち
、「
犯
罪
は
‐
‐
‐
社
会
に
損
害
を
与
え
る
。」（
三
一
頁
）
も
の
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
H
.L.A
.H
art,Punishm
entand
Responsibility:Essays
in
the
Philosophy
ofLaw
,1968（
Reprinted（
w
ith
revisions）
1995）,

P.6（
b）
も
参
照
。

（
４
）
井
田
良
「
裁
判
員
裁
判
と
量
刑
」
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
二
号
（
平
成
二
四
年
）
六
〇
頁
右
参
照
。
し
か
し
て
、
瀧
川
博
士
は
「
罪
刑
法
定
主
義
」
と
「
応

報
刑
論
」
を
結
び
付
け
て
理
解
さ
れ
て
い
た
（
瀧
川
幸
辰
「
確
信
犯
人
と
教
育
刑
」
団
藤
重
光
ほ
か
編
『
瀧
川
幸
辰
刑
法
著
作
集
第
四
巻
』（
昭
和
五

六
年
）
六
二
六
頁
参
照
）。
な
お
、
吉
岡
一
男
『
刑
事
学
〔
新
版
〕』（
平
成
八
年
）
一
六
八
頁
も
参
照
。

（
５
）
遠
藤
邦
彦
「
量
刑
判
断
過
程
の
総
論
的
検
討
」
大
阪
刑
事
実
務
研
究
会
編
著
『
量
刑
実
務
大
系

1

量
刑
総
論
』（
平
成
二
三
年
）
四
頁
参
照
。
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⑵
「
刑
罰
の
性
質
と
射
程
」

「
刑
罰
」
は
い
か
な
る
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
わ
ゆ
る
近
代
国
家
に
お
い
て
は
、
物
理

的
強
制
力
を
独
占
し
た
「
国
家
」
が
「
刑
罰
権
」
も
独
占
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
領
域
内
に
あ
ま
ね
く
そ
の
「
刑
罰
権
」
を
通
用
さ

せ
う
る
こ
と
に
な
っ
た
と
解
さ
れ
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う(6

)（
＝
国
家
刑
罰
権
の
確
立
・
独
占
と
普
遍
性
）。

も
っ
と
も
、
こ
れ
は
「
理
念
型
」
と
も
言
え
よ
う
か
ら(7

)、
現
実
実
際
の
権
力
独
占
過
程
や
独
占
態
様
は
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
く
、
従
っ

て
、「
刑
罰
権
」
を
独
占
し
た
と
さ
れ
る
「
国
家
」
と
、
い
わ
ゆ
る
部
分
社
会
（
家
族
、
町
内
会
、
学
校
、
会
社
な
ど
）
な
い
し
個
人
と

の
不
断
の
せ
め
ぎ
合
い
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
訳
で
あ
る(8

)。
個
々
人
の
感
覚
・
認
識
、
そ
し
て
そ
れ
に
基
づ
く
言
動
が
大
き
く
影
響

す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
が
、「
実
体
刑
法
」
と
し
て
の
「
刑
法
」
が
制
定
さ
れ
て
い
る
以
上
、
そ
れ
に
反
し
た
場
合
「
刑
罰
」
が
科
せ
ら

れ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
も
現
実
実
際
の
側
面
に
お
け
る
制
約
を
免
れ
な
い
こ
と
も
否
定
し
え

な
い
。

（
６
）
さ
し
あ
た
り
、
主
に
「
ド
イ
ツ
」（
帝
国
）（
N
och
vgl.H
EIN
RICH
M
IT
T
EIS,N
eubearbeitetvon
H
EIN
Z
LIEBERICH
,D
EU
T
SCH
E

RECH
T
SGESCH
ICH
T
E:EIN
ST
U
D
IEN
BU
CH
,15.A
ufl.,1978,S.3
f.-Ⅲ

）
の
ほ
か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
状
況
を
中
心
と
し
た
論
稿
と
し
て
、

O
tto
Brunner,
Land
und
H
errschaft:
Grundfragen
der
territorialen
V
erfassungsgeschichte
Ǒ
sterreichs
im
M
ittelalter,

（
N
achdr
d.5A
ufl.,1965）
1981,SS.39f.,46f.,48,51f.,106f.,108,114f.,117,157,161,163,165f.,169（
も
っ
と
も
、
本
書
に
つ
い
て
は
、
世

良
晃
志
郎
『
西
洋
中
世
法
の
理
念
と
現
実
』（
平
成
三
年
）
三
一
三
以
下
、
四
六
九
以
下
、
四
八
六
頁
以
下
、
山
田
欣
吾
『
国
家
そ
し
て
社
会
―
地
域

史
の
視
点
―
』（
平
成
四
年
）
二
三
一
頁
以
下
参
照
）、
高
柳
信
一
『
近
代
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
成
立
史
序
説
―
そ
の
中
央
集
権
化
過
程
に
お
け
る
領
主

制
と
等
族
制
と
に
つ
い
て
―
』（
昭
和
二
九
年
初
版
、
昭
和
六
三
年
復
刻
版
）
三
〇
、
三
九
頁
、
堀
米
庸
三
『
西
洋
中
世
世
界
の
崩
壊
』（
昭
和
三
三

年
一
刷
、
昭
和
五
四
年
一
八
刷
）
一
〇
以
下
、
一
六
以
下
、
三
一
、
一
七
四
以
下
、
二
四
三
頁
以
下
、
同
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
世
界
の
構
造
』（
昭
和

五
一
年
一
刷
、
昭
和
五
四
年
三
刷
）
八
〇
以
下
、
八
七
、
九
七
注
（
97
）、
一
二
六
以
下
、
一
三
三
以
下
、
二
一
九
以
下
、
二
二
五
以
下
、
二
三
二
以
下
、

二
五
八
以
下
、
二
六
五
以
下
、
二
九
二
頁
以
下
、
オ
ッ
ト
ー
・
ブ
ル
ン
ナ
ー
〔
石
井
紫
郎
ほ
か
訳
〕「
Ⅶ
「
封
建
制
」
―
そ
の
概
念
の
歴
史
に
つ
い
て
―
」
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同
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
―
そ
の
歴
史
と
精
神
』（
昭
和
四
九
年
一
刷
、
昭
和
五
四
年
七
刷
）
二
〇
一
頁
、
村
上
淳
一
『
近
代
法
の
形
成
』（
昭
和
五
四
年
）

一
五
以
下
、
二
四
以
下
、
三
二
以
下
、
三
六
以
下
、
六
五
以
下
、
一
三
六
、
一
四
〇
、
一
四
六
以
下
、
一
五
三
以
下
、
一
六
一
注
（
9
）、
一
九
五
頁

以
下
、
成
瀬
治
「「
近
代
国
家
」
の
形
成
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
「
等
族
制
」
か
ら
「
絶
対
制
」
へ
の
移
行
を
中
心
と
し
て
―
」
吉
岡
昭
彦
ほ
か
編
著
『
近

代
国
家
形
成
の
諸
問
題
』（
昭
和
五
四
年
）
一
四
頁
以
下
、
マ
イ
ケ
ル
・
ハ
ワ
ー
ド
〔
奥
村
房
夫
ほ
か
訳
〕『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
と
戦
争
』（
昭
和
五
六
年
）

四
二
以
下
、
一
〇
六
頁
以
下
、
荘
子
邦
雄
「
近
代
刑
法
の
原
初
形
態
」
刑
法
雑
誌
五
巻
二
号
（
昭
和
二
九
年
）
四
五
頁
、
同
「
封
建
制
社
会
に
お
け

る
刑
法
―
刑
罰
権
の
多
元
的
構
造
―
」
平
場
安
治
編
集
代
表
『
現
代
刑
法
学
の
課
題

上

瀧
川
先
生
還
暦
記
念
』（
昭
和
三
〇
年
）
一
七
八
、
一
九

二
頁
、
拙
稿
「
騒
擾
罪
の
保
護
法
益
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
一
）
―
刑
法
に
お
け
る
「
社
会
」
概
念
を
視
座
に
お
い
て
―
」
北
大
法
学
論
集
三
四
巻

一
号
（
昭
和
五
八
年
）
一
二
〇
頁
以
下
注
（
3
）、
山
内
進
「【
解
題
Ⅰ
】
新
ス
ト
ア
主
義
と
近
代
国
家
、
そ
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ド
イ
ツ
史
」
阪
口

修
平
ほ
か
『
エ
ス
ト
ラ
イ
ヒ

近
代
国
家
の
覚
醒
』（
平
成
五
年
）
八
〇
頁
以
下
、
同
『
掠
奪
の
法
観
念
史
中
・
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
・
戦
争
・
法
』

（
平
成
五
年
）
は
し
が
き
ⅰ
頁
以
下
、
本
文
三
四
頁
以
下
、
同
「
第
一
章

暴
力
と
そ
の
規
制

西
洋
文
明
」
同
ほ
か
編
著
『
暴
力

比
較
文
明
史
的

考
察
』（
平
成
一
七
年
）
二
三
以
下
、
二
六
頁
以
下
、
皆
川
卓
「
第
二
章
フ
ェ
ー
デ
と
近
世
国
家

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
近
世
転
換
期
」
同
五
一
以
下
、
七
五
、

七
七
頁
、
加
藤
博
「
第
六
章

文
明
化
と
暴
力

ア
ラ
ブ
世
界
」
同
一
六
八
頁
、
盛
山
和
夫
『
社
会
科
学
の
理
論
と
モ
デ
ル
3
権
力
』（
平
成
一
二
年
）

一
八
九
頁
、
池
田
利
昭
『
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
犯
罪
と
刑
罰
―
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
暴
力
紛
争
を
中
心
に
』（
平
成
二
二
年
）
一
七
、
二
〇
以
下
、
二
六
、

六
九
、
七
四
以
下
、
一
二
三
以
下
、
一
四
六
以
下
、
二
〇
三
以
下
、
二
一
五
頁
以
下
、
久
保
田
徳
仁
「
第
9
章

理
念
と
し
て
の
主
権
国
家
体
系
の

形
成
と
浸
透
―
国
際
体
系
観
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
」
山
影
進
編
著
『
主
権
国
家
体
系
の
生
成
』（
平
成
二
四
年
）
二
九
八
、
三
〇
二

以
下
、三
二
四
頁
以
下
、萱
野
稔
人『
死
刑
そ
の
哲
学
的
考
察
』（
平
成
二
九
年
）二
〇
七
頁
以
下
、な
ど
を
参
照
。
A
uch
vgl.V
on
A
ndre
Schultz,

Polizeiarbeit
heute―
M
ehr
und
m
ehr
eine
Frage
der
Legitim
itǎt,hrsg.v.H
eiko
A
rtkǎm
per
u.a.,K
rim
inalitǎtsbekǎm
pfūng-

ein
Blick
in
die
Zukunft,2015,S.270f.,N
r.2.1.

（
７
）
成
瀬
・
前
掲
注
（
6
）「
近
代
国
家
」
二
三
頁
に
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
教
授
が
、「
物
理
的
暴
力
の
正
当
な
独
占
」
は
近
代
国
家
の
み
に

特
有
な
事
態
と
は
言
っ
て
い
な
い
旨
の
指
摘
も
見
ら
れ
（
V
gl.M
A
X
W
EBER,W
IRT
SCH
A
FT
U
N
D
GESELLSCH
A
FT
:GRU
N
D
RISS

D
ER
V
ERST
EH
EN
D
EN
SO
ZIO
LO
GIE,
FŪ
N
FT
E,
REV
ID
IERT
E
A
U
FLA
GE,BESO
RGT
V
O
N
JO
H
A
N
N
ES
W
IN
CK
EL-

M
A
N
N
,1972,S.18.N
r.2.も
っ
と
も
、
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
〔
脇
圭
平
訳
〕『
職
業
と
し
て
の
政
治
』（
昭
和
五
五
年
）
九
以
下
、
一
八
頁
以
下

参
照
）、
ま
た
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
教
授
の
「
権
力
」
と
「
支
配
」
そ
し
て
「
正
当
（
統
）
性
」
な
ど
の
概
念
が
「
社
会
学
的
範
疇
論
」
に
属
す
る
も
の
で
、

歴
史
的
に
条
件
付
け
ら
れ
た
も
の
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
ゆ
え
に
、
今
日
利
用
す
る
場
合
そ
れ
ら
の
範
疇
を
そ
の
ま
ま
活
用
し
う
る

旨
の
指
摘
も
見
ら
れ
る
の
で
（
ブ
ル
ン
ナ
ー
〔
石
井
ほ
か
訳
〕・
前
掲
注
（
6
）「
Ⅳ
「
支
配
」
と
「
正
当
性
」
の
概
念
に
つ
い
て
の
覚
書
」
同
九
八
頁
）、
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必
ず
し
も
時
代
に
捕
ら
わ
れ
る
と
も
限
ら
な
い
概
念
要
素
で
あ
る
と
と
も
に
、「
近
代
」
に
と
っ
て
も
決
定
的
な
概
念
要
素
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き

る
こ
と
に
も
な
ろ
う
か
ら
、
一
種
の
「
理
念
型
」
と
し
て
の
「
近
代
国
家
」
概
念
要
素
と
し
て
の
提
示
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

（
８
）
Ｔ
・
ホ
ッ
ブ
ズ
氏
の
「
国
家
論
」
と
の
関
係
で
、
田
中
浩
『
国
家
と
個
人
―
市
民
革
命
か
ら
現
代
ま
で
』（
平
成
二
年
）
二
〇
頁
以
下
参
照
。

な
お
、
生
田
勝
義
「
厳
罰
主
義
と
人
間
の
安
全
―
刑
法
の
役
割
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
広
渡
清
吾
ほ
か
編
著
『
小
田
中
聰
樹
先
生
古
稀
記
念
論
文

集
民
主
主
義
法
学
・
刑
事
法
学
の
展
望

下
巻
』（
平
成
一
七
年
）
五
一
頁
以
下
は
「
相
互
に
信
頼
し
合
う
連
帯
的
社
会
関
係
」
の
欠
如
が
「
厳
罰

主
義
」
を
も
た
ら
し
て
い
る
旨
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
関
係
が
構
築
で
き
れ
ば
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
と
し
て
も
、「
犯
罪
」
と
そ

れ
に
対
す
る
「
刑
罰
」
と
い
う
視
座
か
ら
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
関
係
構
築
の
欠
如
が
「
厳
罰
化
」
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
は
と
も
か
く
、「
刑
罰
法
規
」

の
存
在
は
そ
れ
自
体
と
し
て
一
応
問
題
と
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
『
行
為
原
理
と
刑
事
違
法
論
』（
平
成
一
四
年
）
三
一
頁
に
お
い
て

は
、「
自
己
決
定
権
の
強
調
は
、
‐
‐
‐
従
来
は
犯
罪
で
な
く
、
社
会
内
で
の
自
主
的
な
取
組
み
に
よ
る
解
決
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
迷
惑
行
為
ま
で
犯

罪
と
す
る
よ
う
に
求
め
る
よ
う
に
な
る
。」
と
慨
嘆
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ス
プ
レ
ー
に
よ
る
落
書

き
の
処
罰
の
問
題
（
五
〇
頁
注
（
16
）。
金
尚
均
「
社
会
的
迷
惑
行
為
と
刑
法
の
機
能
」
同
ほ
か
編
著
『
日
独
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
刑
罰
論
と
刑
罰
正
義
―

日
本
‐
ド
イ
ツ
刑
事
法
に
関
す
る
対
話
―
』（
平
成
二
四
年
）
二
五
七
頁
も
参
照
）
に
つ
い
て
は
、
近
時
同
種
の
事
案
に
つ
い
て
「
建
造
物
損
壊
罪
」

の
成
立
を
認
め
た
判
例
と
し
て
、
最
三
小
決
平
一
八
・
一
・
一
七
刑
集
六
〇
巻
一
号
二
九
頁
が
あ
る
と
こ
ろ
、
よ
り
一
般
的
に
言
え
ば
、
望
ま
ぬ
こ

と
を
「
部
分
社
会
」
の
名
の
下
に
強
制
し
た
り
、
抗
議
を
し
て
も
一
向
に
改
め
な
い
な
ど
の
場
合
は
、
許
容
の
範
囲
を
越
え
た
事
態
と
言
わ
ざ
る
を

え
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

⑶
「
個
人
の
生
活
・
社
会
の
在
り
様
と
刑
罰
」

従
っ
て
、
現
実
実
際
の
社
会
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
す
る
か
、
そ
し
て
そ

れ
に
基
づ
い
て
個
々
人
が
ど
の
よ
う
な
言
動
を
弄
し
て
い
る
か
が
、「
刑
罰
」
と
も
勿
論
無
縁
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

わ
れ
わ
れ
は
通
常
日
常
生
活
を
営
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、
何
も
「
刑
罰
」
や
「
刑
法
」
の
た
め
に
行
動
し
て
い
る
訳
で
は
必
ず
し
も

な
い
と
い
う
こ
と
が
大
前
提
で
は
あ
ろ
う(9
)。
す
な
わ
ち
、
個
々
人
の
生
活
が
他
者
か
ら
干
渉
を
受
け
る
い
わ
れ
は
な
い
と
い
う
の
が
原
則

と
も
言
え
よ(10
)う(11
)。
こ
の
意
味
で
、「
犯
罪
」
や
「
刑
罰
」
と
い
う
の
は
例
外
的
な
現
象
と
い
う
こ
と
に
な
る
訳
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
近

時
に
お
い
て
は
い
わ
ば
刑
罰
イ
ン
フ
レ
と
も
言
え
る
よ
う
な
状
況
で
、「
刑
罰
法
規
」
が
質
量
と
も
膨
大
な
も
の
に
な
り
、
自
己
の
感
覚
・
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認
識
で
行
動
し
て
い
て
も「
刑
罰
法
規
」に
触
れ
る
と
し
て
摘
発
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
う
る
こ
と
も
否
定
し
え
な
い(12

)。「
国
家
か
ら
の
自
由
」

を
強
調
す
れ
ば
こ
の
よ
う
な
状
態
は
け
し
か
ら
ん
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う(13

)が
、「
刑
罰
法
規
」
も
通
常
は
一
定
の
現
状
に
鑑
み
取
り
締

ま
り
の
必
要
上
制
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
必
要
性
・
合
理
性
が
あ
れ
ば
、「
刑
罰
権
」
が
行
使
さ
れ
る
こ
と
に
は
な

り
う
る
で
あ
ろ
う（
警
察
・
検
察(14

)そ
し
て
裁
判
の
場
で
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
判
断
が
な
さ
れ
る
か
は
ま
た
別
論
で
あ
る
が
）。
従
っ
て
、

「
刑
罰
」や「
刑
法
」の
た
め
に
行
動
し
て
い
る
訳
で
は
必
ず
し
も
な
い
と
い
う
こ
と
が
大
前
提
で
は
あ
る
も
の
の
、と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で「
刑

罰
」
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
の
は
悩
ま
し
い
現
実
で
も
あ
る
訳
で
あ
る
。

（
９
）
こ
の
点
、
田
中
・
前
掲
注
（
８
）
国
家
四
頁
以
下
参
照
。

（
10
）
V
gl.V
.A
.Schulz,（
A
nm
.6）
PolizeiarbeitS.271-N
r.2.1.

な
お
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
個
々
人
に
は
そ
の
自
由
に
よ
っ
て
多
数
の
行
為
の
選
択
肢
が
あ
り
う
る
の
で
、
第
三
者
の
人
権
に
対
す
る
侵
害
の
危

険
と
の
緊
張
関
係
に
立
つ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
い
か
な
る
場
合
を
念
頭
に
置
く
か
に
も
よ
る
も
の
の
、
理
論
的
に
言
え
ば
、
個
人
が
「
犯
罪
」

を
行
う
「
自
由
」
を
有
す
る
と
は
考
え
難
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
（
小
野
正
博
「
犯
罪
予
防
の
法
理
の
た
め
に
」
渥
美
東
洋
編
著
『
警
察
政
策
学
会

10
周
年
記
念

犯
罪
予
防
の
法
理
』（
平
成
二
〇
年
一
刷
、
平
成
二
一
年
二
刷
）
一
三
二
頁
参
照
）。
吉
田
敏
雄
『
刑
法
理
論
の
基
礎
Ⅳ

懲
罰
社
会
と
刑
法
』（
平
成

二
六
年
）
一
六
頁
も
、「
自
由
は
市
民
が
相
互
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
安
全
は
自
由
の
均
衡
が
保
た
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。」
と

さ
れ
て
い
る
。

（
11
）
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
近
代
刑
法
の
特
徴
を
な
す
も
の
で
も
あ
ろ
う
（
生
田
・
前
掲
注
（
8
）
行
為
原
理
一
八
、
三
五
、
四
二
以
下
、
四
四
頁
参
照
）。

（
12
）
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
犯
罪
者
は
社
会
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
言
え
な
く
も
な
か
ろ
う
（
金
光
旭
ほ
か
『
刑
事
政
策
』（
平
成
二

四
年
）
五
五
頁
―
い
わ
ゆ
る
ラ
ベ
リ
ン
グ
論
の
知
見
）
が
、
こ
の
よ
う
な
理
論
は
「
犯
罪
」「
刑
罰
」
と
い
う
の
は
優
れ
て
「
人
間
社
会
」
的
な
現
象

で
あ
る
点
を
突
い
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
的
を
射
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
も
の
の
、
実
体
刑
法
的
に
は
「
刑
罰
法
規
」
が
あ
り
そ
れ
に
該
当

す
る
限
り
、
形
式
論
理
的
に
は
「
犯
罪
」
と
な
り
う
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
13
）
こ
の
点
、
例
え
ば
、
三
島
聡
「
現
代
刑
法
学
に
お
け
る
「
国
家
に
よ
る
保
護
」
と
「
国
家
か
ら
の
自
由
」」
広
渡
ほ
か
編
著
・
前
掲
注
（
8
）
小
田
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中
古
稀
八
五
、
一
〇
九
、
一
一
二
頁
以
下
参
照
。

（
14
）
こ
の
段
階
ま
で
の
犯
罪
の
取
り
扱
い
に
つ
き
、
さ
し
あ
た
り
、
渡
辺
咲
子
「
民
事
的
な
紛
争
解
決
と
司
法
前
処
理
」
現
代
刑
事
法
六
二
号
（
平
成

一
六
年
）
四
五
頁
以
下
参
照
。

⑷
「
刑
罰
の
下
の
平
等
」

①

物
理
的
強
制
力
を
独
占
し
た
近
代
国
家
が
「
法
の
下
の
平
等
」
を
前
提
と
す
る
場
合
、「
刑
罰
の
下

の
平
等
」
も
そ
の
理
念
と
す
る
と
こ
ろ
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
現
実
実
際
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
免
れ
な
い
こ
と

に
な
ろ
う
。
わ
た
く
し
は
か
つ
て
「
法
の
下
の
平
等
」
の
観
点
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
暴
力
団
組
員
」
等
に
つ
い
て
も
で
き
る
だ
け
「
行
為
」

に
着
目
し
た
規
制
を
加
え
る
べ
き
旨
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た(15

)。
そ
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
今
日
に
お
い
て
も
基
本
的
に
は
変
わ
っ
て
は

い
な
い
が
、
や
は
り
「
犯
罪
集
団
」
と
し
て
積
極
的
に
「
犯
罪
」
を
事
と
す
る
と
な
る
と
、
現
実
的
・
実
務
的
に
は
「
人
的
」
な
側
面
に

も
視
点
が
当
て
ら
れ
る
の
も
無
理
か
ら
ぬ
面
は
あ
ろ
う(16
)。
い
わ
ゆ
る
暴
対
法
は
「
暴
力
団
」
を
明
確
に
「「
反
社
会
的
集
団
」
と
し
て
法

的
に
位
置
付
け
」
た
も
の
で
あ
り(17

)、「
暴
力
団
の
構
成
員
の
一
定
比
率
の
者
が
、
暴
力
的
不
法
行
為
等
又
は
本
法
に
規
定
す
る
罪
に
当
た

る
違
法
行
為
を
過
去
一
定
期
間
内
に
行
っ
た
事
実
に
着
目
」
し
た
も
の
で
あ
る(18
)。
本
法
は
「
暴
力
団
の
構
成
員
」
と
い
う
「
行
為
の
主
体
」

の
側
面
か
ら
そ
の
「
行
為
」
に
着
目
し
て
の
立
法
と
言
え
よ
う(19

)が
、
近
時
全
国
的
に
制
定
さ
れ
た
暴
力
団
関
係
の
条
例
は
「
ヤ
ク
ザ
と
つ

き
あ
う
一
般
市
民
や
民
間
企
業
の
側
」
も
規
制
対
象
と
さ
れ
て
お
り(20
)、
つ
ま
り
、「「
警
察
対
暴
力
団
」
と
い
う
構
図
か
ら
「
社
会
対
暴
力

団
」
と
い
う
構
図
へ
の
転
換
を
図
る
」
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り(21
)、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
ろ
う
が
、「
暴
力
団
対
策
法
」

を
実
効
化
す
る
た
め
に
は
「
暴
力
団
員
」
の
み
な
ら
ず
そ
れ
に
か
か
わ
る
「
相
手
方
」
も
規
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、「
条
例
」
レ
ベ
ル
と
は
い
え
全
国
都
道
府
県
で
制
定
さ
れ
て
い
る(22
)と
い
う
こ
と
は
そ
れ
だ
け
「
一
般
市
民
な
い
し
住
民
（
旅
行
者
等

も
含
む
）」（
以
下
、「
一
般
市
民
」
等
と
略
称
）
の
切
実
な
要
求
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
ず
、
個
々
具
体
的
な
弊
害
は
裁
判
で
争
わ
れ
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る
こ
と
に
な
ろ
う
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
全
国
的
に
「
法
化
社
会
」
を
目
指
す
も
の
と
し
て
歓
迎
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
言
え

よ
う
。

暴
力
団
関
係
者
を
め
ぐ
っ
て
は
、
近
時
詐
欺
事
犯
な
ど
も
散
見
さ
れ
る(23

)。
詐
欺
罪
自
体
は
一
般
刑
法
上
の
犯
罪
で
あ
り
、
何
人
で
あ
れ

刑
法
二
四
六
条
に
該
当
す
れ
ば
詐
欺
罪
に
問
わ
れ
う
る
訳
で
あ
る
が
、「
暴
力
団
関
係
者(24

)｣
と
い
う
「
行
為
の
主
体
」
が
詐
欺
罪
を
構
成

す
る
重
要
な
一
要
素
と
さ
れ
た
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
詐
欺
罪
は
「
財
産
犯
」
で
あ
る
の
で
、
通
常
は
「
支
払
い
の
意
思
と
能
力
」
が
あ

る
か
否
か
が
決
め
手
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
近
時
の
暴
力
団
対
策
の
結
果
、
特
別
な
人
に
対
す
る
特
別
な
解
釈
が
な
さ
れ
る
に

至
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
詐
欺
罪
の
本
来
の
性
質
に
鑑
み
、
近
時
の
傾
向
は
「
経
済
活
動
の
自
由
」
を
阻
害
す
る
恐
れ
が
な
い
と
も
言

え
ま
い
が
、
大
局
的
に
「
公
正
な
社
会
」
を
目
指
す
た
め
に
は
、
協
力
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
言
え
よ
う(25
)。

も
っ
と
も
、
暴
対
法
及
び
条
例
な
ど
に
よ
る
締
め
付
け
に
よ
り
、「
指
定
暴
力
団
」
組
織
は
リ
ス
ト
ラ
を
は
じ
め
、
使
用
者
責
任
な
ど

を
受
け
な
い
よ
う
に
対
処
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
り
、
当
局
側
と
し
て
も
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
組
員
な
ど
に
よ
る
犯
罪
に
対
処
す

る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り(26
)、
こ
の
よ
う
な
側
面
に
も
目
を
向
け
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

②

他
方
、「
一
般
市
民
」
等
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
⑶
に
お
い
て
刑
罰
イ
ン
フ
レ
も
あ
り
、
余
り
意
識
し
な
い
う
ち
に
「
刑

罰
法
規
」
に
触
れ
る
場
合
も
あ
る
と
論
じ
た
が
、
さ
も
な
く
と
も
、
い
ろ
い
ろ
な
欲
求
か
ら
意
図
的
に
「
犯
罪
」
を
犯
す
場
合
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
近
時
、
ビ
ラ
配
布
を
め
ぐ
っ
て
邸
宅
な
い
し
住
居
侵
入
罪
に
問
擬
し
た
最
高
裁
の
判
例
が
出
さ
れ(27
)、
こ
の
よ
う
な
場
合
も

刑
法
一
三
〇
条
前
段
に
該
当
す
る
と
解
す
る
最
高
裁
の
姿
勢
を
疑
問
視
す
る
見
解
も
多
く(28
)、
そ
の
政
治
的
傾
向
か
ら
し
て
も
「
表
現
の
自

由
」
や
「
法
の
下
の
平
等
」
な
ど
に
反
す
る
と
考
え
る
向
き
も
あ
ろ
う
。
刑
法
一
三
〇
条
前
段
の
場
合
「
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、」

と
い
う
文
言
が
明
示
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
他
人
の
空
間
へ
の
立
ち
入
り
は
む
し
ろ
日
常
茶
飯
事
と
の
趣
旨
と
理
解
で
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き
な
く
も
な
か
ろ
う
が
、
日
常
の
用
向
き
に
つ
い
て
は
は
じ
め
か
ら
刑
法
一
三
〇
条
前
段
の
適
用
を
考
え
る
必
要
は
な
い
と
い
う
点
が
大

き
い
と
も
言
え
よ
う
。
従
っ
て
、
殊
更
無
理
に
立
ち
入
る
と
い
う
の
は
刑
法
一
三
〇
条
前
段
に
該
当
す
る
可
能
性
が
出
て
く
る
と
も
言
え

よ
う(29

)。
ど
の
よ
う
な
場
合
で
あ
れ
ば
日
常
の
通
常
の
用
向
き
で
ど
の
よ
う
な
場
合
で
あ
れ
ば
そ
う
で
は
な
い
の
か
人
に
よ
っ
て
感
覚
・
認

識
の
違
い
も
あ
ろ
う
が
、
相
手
が
容
認
し
て
い
な
い
か
容
認
し
そ
う
も
な
い
場
合
は
も
と
よ
り
、
通
常
の
対
応
で
済
む
も
の
を
殊
更
自
己

の
欲
求
で
立
ち
入
る
と
な
る
と
本
罪
に
該
当
す
る
可
能
性
が
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
集
合
ポ
ス
ト
に
投
函
す
れ
ば
済
む
場

合
、
個
別
具
体
的
に
依
頼
さ
れ
て
も
い
な
い
の
に
、
殊
更
マ
ン
シ
ョ
ン
内
を
上
階
か
ら
投
函
し
て
回
る
と
い
う
の
は
、
本
罪
に
該
当
す
る

可
能
性
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
日
本
国
憲
法
三
五
条
に
お
い
て
も
「
住
居
の
不
可
侵
」
が
保
障
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
相
手
方
の

権
利
・
利
益
も
十
分
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
訳
で
あ
る
。「
暴
力
団
員
」
に
つ
い
て
は
明
示
的
な
立
法
が
な
さ
れ
、
こ
の
点
で

立
法
者
の
姿
勢
は
明
ら
か
と
言
え
よ
う
が
、「
一
般
市
民
」
等
に
お
い
て
も
「
刑
罰
法
規
」
に
触
れ
る
よ
う
な
言
動
は
許
さ
れ
る
訳
も
な
く
、

特
別
扱
い
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
「
人
事

ひ
と
ご
と

」
と
思
っ
て
い
て
は
い
け
ま
い(30

)。「
暴
力
団
員
」
の
よ
う
な
人
が
出
て
く
る
と
い
う
の

は
そ
れ
を
培
う
土
壌
が
あ
る
か
ら
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
（
従
っ
て
、
全
国
で
「
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
訳
で
あ
る
）、
暴
対
法
及
び
条

例
を
遵
守
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、「
一
般
市
民
」
等
に
お
い
て
も
「
刑
罰
法
規
」
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

③

国
家
が
物
理
的
強
制
力
を
独
占
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、「
一
般
市
民
」
等
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
「
自
救
行
為
」
は
原
則
と

し
て
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
ろ
う(31
)。
法
的
手
続
は
面
倒
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
法
的
手
続
を
踏
ん
で
も
自
己
の
満

足
の
ゆ
く
結
果
が
得
ら
れ
る
と
も
限
ら
な
い
の
で
、い
わ
ゆ
る
社
会
的
権
力
に
頼
ろ
う
と
す
る
者
も
出
て
き
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る(32
)。
ま
た
、

社
会
的
権
力
に
頼
る
こ
と
な
く
自
ら
の
手
で
「
復
讐
」
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る(33
)。
な
ぜ
な
ら
ば
、
権
限
の
あ
る
人
が
権
限

の
あ
る
形
で
、
そ
し
て
ま
た
権
限
の
あ
る
範
囲
内
で
行
う
の
で
な
け
れ
ば
、
勝
手
な
言
動
は
単
な
る
「
無
法
」
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る(34

)。
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こ
の
意
味
に
お
い
て
、「
実
体
刑
法
」
も
そ
れ
自
体
と
し
て
単
体
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、「
刑
事
手
続
」
と
相
ま
っ
た
形
で
な
け

れ
ば
、「
適
正
」
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
、
現
実
の
社
会
・
実
務
と
の
関
連
で
は
、
言
い
う
る
も
の
と
も
言
え
よ
う(35

)。

（
15
）
拙
稿
「
第
2
講

身
分
犯
の
意
義
と
根
拠
」
阿
部
純
二
ほ
か
編
著
『
刑
法
基
本
講
座
第
2
巻
構
成
要
件
論
―
錯
誤
・
過
失
を
含
む
』（
平
成
六
年
）

二
八
、
三
四
頁
参
照
。

（
16
）
い
わ
ゆ
る
「
山
波
抗
争
」
に
お
け
る
〝
人
違
い
射
殺
事
件
〟
は
、
五
代
目
山
口
組
組
長
の
組
員
に
対
す
る
「
使
用
者
責
任
」
に
よ
る
損
害
賠
償
請

求
権
を
招
く
と
と
も
に
（
こ
の
ほ
か
、
警
察
官
を
組
員
と
誤
認
し
て
射
殺
し
た
事
件
に
対
し
、
指
定
暴
力
団
五
代
目
山
口
組
組
長
の
損
害
賠
償
責
任

を
認
め
た
事
例
に
つ
き
、
最
二
小
判
平
成
一
六
・
一
一
・
一
二
民
集
五
八
巻
八
号
二
〇
七
八
頁
参
照
。
松
並
重
雄
「
判
批
」
最
判
解
民
平
成
一
六
年

度
（
下
）
六
五
〇
頁
以
下
、
ほ
か
多
数
の
評
釈
が
あ
る
）、「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
三
・
五
・
一
五

法

七

七
。
以
下
、

「
暴
力
団
対
策
法
」
な
い
し
「
暴
対
法
」
と
略
称
）
の
立
法
理
由
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
（
成
田
頼
明
ほ
か
「
特
集
・
暴
力
団
対
策
法
〈
座

談
会
〉暴
力
団
対
策
法
を
め
ぐ
っ
て
｣ジ
ュ
リ
ス
ト
九
八
五
号
(平
成
三
年
)一
四
頁
四
段
〔竹
花
豊
〕、大
道
智
史
『山
口
組
激

動

90

年

の

軌

跡

第
二
部
五
代
目
と
六
代
目
の
時
代
』

(平
成
一
八
年
）
六
六
、
七
一
、
七
六
、
一
九
〇
以
下
、
二
一
三
頁
、
な
お
、
八
九
、
一
六
四
頁
以
下
も
参
照
、
大
窪
一
志
ほ
か
「
第
四
章

ヤ
ク
ザ

対
策
は
な
ぜ
効
か
な
い
の
か
」
猪
野
健
治
ほ
か
編
著
『
暴
力
団
壊
滅
論
ヤ
ク
ザ
排
除
社
会

の
行
方

』（
平
成
二
二
年
）
一
三
四
頁
以
下
、
東
海
テ
レ
ビ
取
材
班
編
『
ヤ

ク
ザ
と
憲
法
｢暴
排
条
例
」
は

何
を
守
る
の
か
』（
平
成
二
八
年
）
一
二
、
八
一
頁
以
下
、
山
之
内
幸
夫
『
山
口
組

顧
問
弁
護
士
』（
平
成
二
八
年
初
版
・
三
版
）

一
九
五
頁
以
下
。
こ
の
ほ
か
、
宮
崎
学
「
第
一
章

正
義
と
利
権
」
猪
野
ほ
か
編
著
・
暴
力
団
壊
滅
論
二
四
頁
も
参
照
。
米
国
な
ど
か
ら
の
圧
力
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
（
猪
野
健
治
『
山
口
組
概
論
―
最
強
組
織
は
な
ぜ
成
立
し
た
の
か
』（
平
成
二
〇
年
一
刷
、
平
成
二
一
年
三
刷
）
二
一
一
頁
以
下
参

照
）。
そ
の
後
、
指
定
暴
力
団
六
代
目
山
口
組
組
長
に
対
す
る
「
改
正
」
暴
対
法
に
基
づ
く
訴
訟
に
つ
き
、
斎
藤
三
雄
「
第
二
章

ヤ
ク
ザ
社
会
の
行
方
」

猪
野
ほ
か
編
著
・
暴
力
団
壊
滅
論
四
一
頁
以
下
、
山
田
英
生
「
第
三
章

格
差
社
会
と
や
く
ざ
」
同
八
三
頁
参
照
。

（
17
）
警
察
庁
刑
事
局
暴
力
団
対
策
部
監
修
・
暴
力
団
対
策
法
制
研
究
会
編
著
『
条逐
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
』（
平
成
七

年
）
推
薦
の
言
葉
一
頁
。
國
松
孝
次
「
特
集
・
暴
力
団
対
策
法
暴
力
団
対
策
法
の
成
立
と
今
後
の
暴
力
団
取
締
り
に
つ
い
て
」
警
察
学
論
集
四
五
巻

一
号
（
平
成
四
年
）
三
頁
、
吉
田
英
法
「
同

刑
事
警
察
と
暴
力
団
対
策
法
の
法
制
上
の
位
置
付
け
」
同
四
六
頁
も
参
照
。

（
18
）
暴
力
団
対
策
法
制
研
究
会
編
著
・
前
掲
注
（
17
）
逐
条
三
一
頁
。

（
19
）
日
本
の
暴
対
法
は
イ
タ
リ
ア
刑
法
の
よ
う
な
マ
フ
ィ
ア
型
結
社
罪
（
こ
の
紹
介
と
し
て
、
弁
護
士
法
人
宮
﨑
綜
合
法
律
事
務
所
編
著
『
反
社
会
的
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勢
力
排
除
の
法
務
と
実
務
』（
平
成
二
四
年
）
二
三
頁
以
下
参
照
）
で
は
な
く
、「
結
社
の
威
嚇
力
を
利
用
し
た
経
済
活
動
自
体
を
禁
止
・
処
罰
す
る
」

方
向
で
の
立
法
例
と
解
さ
れ
て
い
る
（
佐
伯
仁
志
「
組
織
犯
罪
へ
の
実
体
法
的
対
応
」
西
田
典
之
ほ
か
編
『
岩
波
講
座

現
代
の
法

6

現
代
社

会
と
刑
事
法
』（
平
成
一
〇
年
）
二
四
五
頁
以
下
、
暴
力
団
対
策
法
研
究
会
編
『
暴
力
団
対
策
法
の
解
説
』（
平
成
四
年
）
は
し
が
き
三
頁
以
下
参
照
）。

ま
た
、
本
法
に
つ
い
て
の
基
本
的
位
置
付
け
・
理
解
と
し
て
、
宮
澤
浩
一
「
第
二
部
比
較
法
的
見
地
か
ら
見
た
暴
力
団
対
策
法

第
一
章
暴
力
団
対

策
法
の
刑
事
法
お
よ
び
刑
事
政
策
上
の
意
義
」
日
本
弁
護
士
連
合
会
民
事
介
入
暴
力
対
策
委
員
会
編
『
注
解

暴
力
団
対
策
法〔
逐
条
解
説
と

比
較
法
研
究

〕』（
平

成
九
年
）
二
五
二
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
加
藤
久
雄
「
死
刑
代
替
論
に
つ
い
て
」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
六
九
巻
二
号
（
平
成
八
年
）
一
二
四
頁
。

（
20
）
宮
崎
学
『
ヤ
ク
ザ
に
弁
当
売
っ
た
ら
犯
罪
か
？
』（
平
成
二
四
年
）
一
二
、
二
一
、
三
八
以
下
、
五
八
以
下
、
七
一
頁
参
照
。

（
21
）
大
井
哲
也
ほ
か
編
著
『
暴
力
団
排
除
条
例
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』（
平
成
二
三
年
）
一
七
四
頁
、
虎
門
中
央
法
律
事
務
所
編
『
暴
力
団
排
除
条
例
で
変
わ

る
市
民
生
活
』（
平
成
二
四
年
）
二
、
四
一
、
八
一
頁
、
大
塚
浩
ほ
か
編
著
『
暴
力
団
排
除
条
例
と
実
務
対
応
―
東
京
都
暴
力
団
排
除
条
例
と
業
界
別

実
践
指
針
』（
平
成
二
六
年
）
一
一
頁
〔
加
藤
公
司
〕
参
照
。

（
22
）
大
井
ほ
か
編
著
・
前
掲
注
（
21
）
は
じ
め
に
ⅰ
頁
、
本
文
二
七
五
頁
、
虎
門
中
央
法
律
事
務
所
編
・
前
掲
注
（
21
）
は
し
が
き
一
頁
、
本
文
三
、

一
八
頁
、
大
塚
ほ
か
編
著
・
前
掲
注
（
21
）
五
頁
〔
尾
崎
毅
〕、
笹
井
武
人
「
暴
力
団
排
除
に
お
け
る
詐
欺
罪
適
用
の
限
界
」
高
橋
則
夫
ほ
か
編
著
『
野

村
稔
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
』（
平
成
二
七
年
）
三
三
一
頁
、
田
村
正
博
「
組
織
犯
罪
対
策
に
お
け
る
条
例
の
意
義
」
井
田
良
ほ
か
編
著
『
新
時
代
の

刑
事
法
学

下
巻

椎
橋
隆
幸
先
生
古
稀
記
念
』（
平
成
二
八
年
）
三
八
二
頁
、
法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
編
『
平
成
二
九
年
版

犯
罪
白
書
―
更
生

を
支
援
す
る
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
』（
平
成
二
九
年
）
一
五
四
頁
参
照
。

（
23
）
①
最
二
小
判
平
成
二
六
・
三
・
二
八
刑
集
六
八
巻
三
号
五
八
二
頁
、
②
最
二
小
判
平
成
二
六
・
三
・
二
八
刑
集
六
八
巻
三
号
六
四
六
頁
、
③
最
二

小
判
平
成
二
六
・
四
・
七
刑
集
六
八
巻
四
号
七
一
五
頁
、
な
ど
を
参
照
。
も
っ
と
も
、
①
は
法
廷
意
見
三
名
対
反
対
意
見
一
名
に
よ
り
詐
欺
罪
の
成

立
が
否
定
さ
れ
た
事
案
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
暴
力
団
員
」
が
ビ
ジ
タ
ー
利
用
客
と
し
て
ゴ
ル
フ
場
を
使
用
す
る
こ
と
に
対
す
る
拒
絶
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
プ
レ
ー
し
た
場
合
、
詐
欺
罪
を
構
成
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
措
置
に
よ
っ
て
拒
絶
の
意
思
が
明
確
化
さ
れ
て
い
る
必
要
が
こ

れ
ら
の
事
案
の
段
階
で
は
な
お
あ
る
と
の
判
示
と
も
言
え
よ
う
（
前
田
雅
英
「
判
批
」
捜
査
研
究
七
五
九
号
（
平
成
二
六
年
）
三
三
頁
、
城
祐
一
郎
「
判

批
」
同
七
六
〇
号
（
同
年
）
四
四
頁
、
香
月
裕
爾
「
判
批
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
〇
二
四
号
（
同
年
）
七
左
、
八
頁
左
、
白
井
智
之
「
判
批
」
研
修
七
九
八
号
（
同

年
）
二
〇
以
下
、
二
三
頁
以
下
、
齊
藤
彰
子
「
判
批
」
法
学
教
室
別
冊
付
録
四
一
三
号
判
例
セ
レ
ク
ト
二
〇
一
四
［
Ⅰ
］
三
五
頁
右
、
冨
川
雅
満
「
判

批
」
法
学
新
報
一
二
三
巻
一
・
二
号
（
平
成
二
八
年
）
二
一
五
頁
以
下
、
野
原
俊
郎
「
判
批
」
法
曹
時
報
六
八
巻
四
号
（
同
年
）
二
八
三
、
二
八
四

頁
以
下
注
（
20
）
参
照
。
な
お
、
土
倉
健
太
「
判
批
」
捜
査
研
究
七
六
一
号
（
平
成
二
六
年
）
八
頁
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
公
共
性
は
銀
行
・
航
空
会
社

と
同
程
度
に
高
い
と
ま
で
い
え
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
異
論
も
あ
り
得
る
こ
と
か
ら
、
暴
力
団
関
係
者
で
あ
る
か
否
か
の
重
要
性
は
ゴ
ル
フ
場
ご
と
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に
異
な
る
余
地
が
大
き
い
と
さ
れ
る
が
、「
財
産
犯
」
で
あ
り
「
個
人
的
法
益
に
対
す
る
罪
」
と
考
え
ら
れ
る
「
詐
欺
罪
」
に
つ
い
て
「
公
共
性
」
を

前
面
に
出
す
こ
と
は
、
論
理
の
筋
道
と
し
て
若
干
の
ズ
レ
が
感
じ
ら
れ
な
い
で
も
な
か
ろ
う
）。

（
24
）
な
か
ん
ず
く
、「
暴
力
団
対
策
法
に
よ
る
指
定
暴
力
団
の
構
成
員
」（
前
掲
注
（
23
）
の
①
刑
集
六
八
巻
三
号
六
三
一
頁
）。

（
25
）
警
察
庁
の
担
当
官
は
「
暴
力
団
員
で
あ
る
以
上
不
利
益
な
取
扱
い
を
さ
れ
て
も
や
む
を
得
な
い
、
そ
れ
が
嫌
な
ら
ば
暴
力
団
を
辞
め
れ
ば
い
い
、

と
い
う
の
が
今
の
社
会
に
お
け
る
基
本
的
な
考
え
方
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
」
見
解
を
披
歴
さ
れ
て
お
り
（
松
坂
規
生
「
特
集
暴
力
団
排
除
に
向
け

た
取
組
と
課
題

暴
力
団
排
除
活
動
の
動
向
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
六
五
巻
二
号
（
平
成
二
四
年
）
一
一
頁
上
段
）、
他
方
、
こ
の
よ
う
な
規
制
に
よ
っ
て

も
ヤ
ク
ザ
を
か
え
っ
て
地
下
に
潜
ら
せ
マ
フ
ィ
ア
化
す
る
だ
け
で
あ
る
と
の
指
摘
が
見
ら
れ
る
（
大
窪
・
前
掲
注
（
16
）
暴
力
団
壊
滅
論
一
四
八
頁

以
下
参
照
）
も
の
の
、
刑
事
政
策
や
社
会
政
策
な
ど
に
よ
る
対
応
は
と
も
か
く
、
憲
法
・
刑
法
理
論
上
は
こ
の
よ
う
な
立
法
・
解
釈
は
致
し
方
な
い

も
の
と
言
え
よ
う
。

（
26
）
猪
野
・
前
掲
注
（
16
）
山
口
組
概
論
二
四
〇
以
下
、
二
四
四
以
下
、
二
五
五
頁
以
下
参
照
。

（
27
）
最
二
小
判
平
成
二
〇
・
四
・
一
一
刑
集
六
二
巻
五
号
一
二
一
七
頁
、
最
二
小
判
平
成
二
一
・
一
一
・
三
〇
刑
集
六
三
巻
九
号
一
七
六
五
頁
、
な
ど

を
参
照
。

（
28
）
例
え
ば
、
石
埼
学
「
立
川
反
戦
ビ
ラ
事
件
判
決
―
言
論
弾
圧
の
先
に
あ
る
社
会
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
〇
五
号
（
平
成
一
七
年
）
六
二
頁
以
下
、
関

哲
夫
『
続
々
・
住
居
侵
入
罪
の
研
究
』（
平
成
二
四
年
）
は
し
が
き
ⅲ
頁
以
下
、
杉
本
吉
史
「
葛
飾
区
ビ
ラ
配
布
事
件
高
裁
判
決
と
ビ
ラ
配
布
活
動
に

つ
い
て
」
民
主
法
律
二
七
二
号
（
平
成
二
〇
年
）
一
六
五
頁
以
下
、
中
村
欧
介
「
葛
飾
マ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ラ
弾
圧
事
件
―
不
当
な
東
京
高
裁
判
決
」
週

刊
法
律
新
聞
一
七
四
八
号
（
同
年
）
二
頁
、
西
田
穣
「
特
集
葛
飾
ビ
ラ
配
布
弾
圧
事
件
の
た
た
か
い
と
到
達
点
」
法
と
民
主
主
義
四
四
四
号
（
平
成

二
一
年
）
一
一
頁
以
下
、
同
「
最
高
裁
は
何
を
守
ろ
う
と
し
た
の
か
―
葛
飾
ビ
ラ
配
布
弾
圧
事
件
最
高
裁
判
決
」
同
六
八
頁
以
下
、
荒
川
庸
生
「
特

集
ビ
ラ
配
布
は
犯
罪
で
は
な
い
―
葛
飾
ビ
ラ
配
布
弾
圧
事
件
」
同
四
三
六
号
（
同
年
）
二
六
頁
以
下
、
同
「
特
集
裁
判
闘
争
の
五
年
と
こ
れ
か
ら
の

た
た
か
い
」
同
四
五
三
号
（
平
成
二
二
年
）
二
六
頁
、
な
ど
を
参
照
。

（
29
）
本
罪
に
つ
い
て
は
以
前
検
討
を
加
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
拙
稿
「
刑
法
各
論
覚
書
⑵
―
「
違
法
目
的
」
で
の
立
ち
入
り
と
「
住
居
侵
入
等
」
罪
（
一

三
〇
条
）
―
」
九
州
大
学
法
政
研
究
六
三
巻
三
・
四
号
（
平
成
九
年
）
五
六
三
頁
以
下
参
照
）。
本
罪
は
立
ち
入
る
者
と
立
ち
入
ら
れ
る
者
と
の
感
覚
・

認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
出
易
い
犯
罪
と
も
言
え
、
そ
れ
だ
け
に
う
っ
か
り
犯
し
て
し
ま
い
が
ち
な
犯
罪
と
も
言
え
よ
う
。
本
罪
も
常
に
必
ず
摘
発
さ
れ

る
と
も
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
摘
発
に
政
治
性
が
感
じ
ら
れ
る
場
合
も
な
い
と
は
言
え
ま
い
が
、「
他
者
の
平
穏
で
自
由
な
生
活
」
も
尊
重
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
な
侵
入
行
為
が
摘
発
・
処
罰
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
か
は
、「
一
般
市
民
」
等
と
し
て
も
神
経
を
鋭
敏
に
し
て

お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
従
っ
て
、
殊
更
勝
手
に
合
鍵
を
作
っ
た
り
使
っ
た
り
し
て
立
ち
入
る
行
為
は
、
本
罪
に
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
な
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け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
の
関
係
で
は
、「
特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
等
の
禁
止
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
ま
た
従
来
か
ら
軽
犯
罪
法
一
条
三
号
が

存
在
す
る
訳
で
あ
る
が
、
合
鍵
な
ど
の
製
造
・
販
売
な
ど
と
の
関
係
で
も
も
っ
と
規
制
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
30
）
こ
の
点
、
松
原
芳
博
『
刑
法
総
論
［
第
二
版
］』（
平
成
二
九
年
）
一
四
頁
は
、『
社
会
の
敵
』
と
み
な
さ
れ
る
「
犯
罪
行
為
者
」
と
、『
善
良
な
市
民
』

と
の
立
場
の
互
換
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
趣
旨
は
、「
特
別
予
防
」
の
観
点
か
ら
前
者
を
余
り
に
重
く
処
罰
す
る
こ
と
に
対
す
る

批
判
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、「
一
般
市
民
」
等
と
し
て
も
刑
罰
法
規
に
は
触
れ
な
い
よ
う
戒
心
す
べ
き
も
の
と
言
え
よ
う
。

（
31
）
な
お
、
佐
伯
仁
志
ほ
か
『
刑
法
と
民
法
の
対
話
』（
平
成
一
三
年
）
二
三
四
頁
以
下
参
照
。
こ
れ
に
対
し
、
大
久
保
哲
「
報
復
権
再
考
」
川
端
博
ほ

か
編
著
『
立
石
二
六
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
』（
平
成
二
二
年
）
九
一
三
頁
以
下
、
同
「
報
復
権
再
論
」
新
潟
大
学
法
政
理
論
四
五
巻
四
号
（
平
成
二

五
年
）
一
〇
九
頁
以
下
は
犯
罪
被
害
者
及
び
そ
の
遺
族
等
の
報
復
権
を
肯
定
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
「
権
利
」
を
観
念
す
る
こ
と
が

出
来
る
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
人
達
の
み
に
そ
の
よ
う
な
権
利
を
肯
定
し
て
も
、
単
な
る
自
己
満
足
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ず
、
見
世

物
的
で
そ
こ
ま
で
「
私
人
」
の
「
報
復
」
に
こ
だ
わ
る
必
要
が
あ
る
か
疑
わ
し
く
、
社
会
・
国
家
的
観
点
か
ら
す
る
処
罰
の
適
正
さ
に
欠
け
る
結
果

に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
参
照
さ
れ
て
い
る
笠
井
潔
『
国
家
民
営
化
論
―
ラ
デ
ィ
カ
ル
な

自
由
社
会
を
構
想
す
る
』（
平
成
一
二
年
）
は
こ
の
テ
ー
マ
で
一
貫

し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
「
社
会
」
も
あ
り
え
な
い
で
は
な
か
ろ
う
と
は
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
殺
人
者
の
被
害
者
の
遺
族
や

友
人
が
「
自
分
は
安
全
な
立
場
に
身
を
置
い
て
、
犯
罪
者
に
死
を
要
求
す
る
の
は
理
不
尽
で
あ
る
。」（
同
書
二
一
七
頁
）
と
い
う
の
で
は
、
殺
人
者

を
余
り
に
優
遇
す
る
こ
と
に
な
り
、
殺
人
者
は
価
値
中
立
的
な
行
為
を
行
っ
た
訳
で
は
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
被
害
者
の
遺
族
や
友
人
な
ど
に
不

当
な
リ
ス
ク
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
い
。

こ
の
ほ
か
、
刑
罰
に
よ
っ
て
損
害
賠
償
に
支
障
が
出
る
こ
と
（
こ
の
問
題
と
の
関
係
で
は
、「
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給
等
に
よ
る
犯
罪
被
害

者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
や
「
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
」
な
ど
を
参
照
）

の
指
摘
や
、
国
家
に
よ
る
処
罰
を
相
対
化
す
る
見
解
が
見
ら
れ
る
（
森
村
進
『
自
由
は
ど
こ
ま
で
可
能
か
＝
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
入
門
』（
平
成
一
三

年
一
刷
、
平
成
二
八
年
一
五
刷
）
九
五
頁
以
下
参
照
）
と
こ
ろ
、
わ
た
く
し
も
国
家
的
刑
罰
が
唯
一
絶
対
的
な
も
の
と
ま
で
は
言
わ
な
い
が
、
歴
史

的
経
緯
を
経
て
来
た
「
相
対
的
に
ま
し
」
な
制
度
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

（
32
）
宮
崎
学
『
ヤ
ク
ザ
と
日
本
―
近
代
の
無
頼
』（
平
成
二
〇
年
）
六
〇
、
一
五
二
頁
以
下
は
、
近
代
社
会
に
お
け
る
政
治
的
権
力
と
社
会
的
権
力
の
分

離
と
い
う
観
点
か
ら
、「
近
代
に
お
い
て
は
、
政
治
的
平
等
が
建
て
前
に
な
る
か
ら
、
平
等
に
反
す
る
形
で
の
権
威
を
権
力
に
付
与
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
正
統
性
と
い
う
も
の
が
平
等
の
な
か
か
ら
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
そ
れ
は
部
分
社
会
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
で

き
ず
、
全
体
社
会
に
属
す
る
普
遍
的
な
も
の
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
、
近
代
社
会
に
お
け
る
政
治
的
権
力
は
、
全
体
社
会
に
相
即

し
た
国
家
の
も
と
に
一
元
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。」（
一
五
五
頁
）
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、「
平
等
」
な
「
参
政
権
」
に
よ
る
代
表
者
の
選
出
が
権
力
の
「
正
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統
性
」
を
根
拠
付
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
に
正
統
化
さ
れ
た
権
力
で
な
け
れ
ば
、「
民
主
的
」
に
決
め
た
と
し
て
も
そ
の
集
団

以
外
に
は
通
用
さ
せ
え
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
点
、
坂
本
多
加
雄
『
国
家
学
の
す
す
め
』（
平
成
一
三
年
）
七
七
頁
以
下
参
照
。

（
33
）
明
治
時
代
の
仇
討
禁
止
令
が
公
布
さ
れ
た
後
の
「
最
後
の
仇
討
」
と
さ
れ
る
事
件
（
明
治
一
三
年
一
二
月
一
七
日
）
に
つ
き
、
吉
村
昭
「
最
後
の

仇
討
」
同
『
敵
討
』（
平
成
一
五
年
一
刷
、
平
成
二
七
年
五
刷
）
一
一
三
以
下
、
一
七
八
以
下
、
一
八
八
頁
以
下
、
野
口
武
彦
「
解
説
」
同
書
二
一
五

頁
以
下
参
照
。
も
っ
と
も
、
こ
の
被
告
人
は
終
身
禁
獄
に
処
さ
れ
な
が
ら
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
に
伴
う
特
赦
に
よ
り
禁
獄
一
〇
年
へ
と
減
刑
・
釈

放
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
現
行
刑
法
二
八
条
仮
釈
放
の
原
型
と
も
言
え
よ
う
か
。

ち
な
み
に
、
高
橋
治
俊
ほ
か
編
〔
松
尾
浩
也
増
補
解
題
〕『
増
補
刑
法
沿
革
綜
覧
』（
大
正
一
二
年
、
平
成
二
年
増
補
復
刻
版
）
の
「
刑
法
改
正
政

府
提
出
案
理
由
書
」
二
一
三
八
頁
に
よ
る
と
、
旧
刑
法
典
五
三
条
二
項
に
お
け
る
「
無
期
徒
刑
」
の
場
合
の
よ
う
に
、
仮
出
獄
の
た
め
に
「
一
五
年
」

経
過
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
で
は
在
監
期
間
が
長
過
ぎ
る
こ
と
が
、
現
行
刑
法
二
八
条
の
無
期
刑
に
つ
い
て
は
「
一
〇
年
」
の
経
過
で
足
り
る

と
変
更
す
る
理
由
と
さ
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
今
日
的
に
は
平
均
寿
命
が
大
幅
に
延
び
た
の
で
（
植
野
聡
「
刑
種
の
選
択
と
執
行
猶
予
に
関
す
る

諸
問
題
」
大
阪
刑
事
実
務
研
究
会
編
著
『
量
刑
実
務
大
系
4
刑
の
選
択
・
量
刑
手
続
』（
平
成
二
三
年
）
八
、
三
六
頁
注
（
18
）
参
照
）、
同
日
に

は
論
じ
ら
れ
な
い
面
が
あ
ろ
う
が
、
刑
法
二
八
条
の
条
文
自
体
に
変
化
は
な
い
訳
で
あ
る
。「
死
刑
」
に
対
す
る
近
時
の
批
判
の
高
ま
り
も
あ
り
、「
無

期
刑
」「
仮
釈
放
」
の
運
用
に
対
す
る
「
ひ
ず
み
」
が
生
じ
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
か
（「
無
期
刑
」
の
性
質
の
理
解
と
し
て
、
太
田
達
也
『
仮
釈

放
の
理
論

矯
正
・
保
護
の
連
携
と
再
犯
防
止
』（
平
成
二
九
年
）
五
七
頁
参
照
。
も
っ
と
も
、「
無
期
刑
」
を
「
不
定
期
刑
」
と
す
る
表
現
自
体
に

は
批
判
も
見
ら
れ
る
〔
藤
本
哲
也
「
無
期
刑
受
刑
者
の
仮
釈
放
に
つ
い
て
考
え
る
」
罪
と
罰
四
六
巻
二
号
（
平
成
二
一
年
）
三
九
頁
〕）。

（
34
）
V
gl.V
.A
.Schulz,（
A
nm
.6）
PolizeiarbeitS.270-N
r.2.も
っ
と
も
、「
応
報
と
復
讐
は
と
も
に
不
正
の
匡
正
を
訴
え
る
も
の
」
で
あ
る
と
い

う
点
で
は
同
様
な
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
ら
（
橋
本
祐
子
「
応
報
刑
と
復
讐
」
日
本
法
哲
学
会
編
・
前
掲
注
（
3
）
応
報
の
行
方
二
一
頁
参
照
）、

刑
事
罰
と
し
て
の
「
応
報
主
義
」
は
「
復
讐
」
に
代
替
し
う
る
ゆ
え
ん
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
35
）
V
gl.U
rs
K
indhǎuser,StrafrechtA
llgem
einer
T
eil,8.A
ufl.,2017,S.32-Ⅲ

.1.な
お
、
谷
口
安
平
「
二

手
続
的
正
義
」
松
尾
浩
也
ほ
か
編
『
岩

波
講
座
基
本
法
学
８
―
紛
争
』（
昭
和
五
八
年
）
三
九
頁
も
参
照
。
さ
ら
に
、Lucia
Zedner,4
Security
A
gainst
A
rbitrary
Governm
ent
in

Crim
inalJustice,edited
by
A
ntje
du
Bois-Pedain
etc.Crim
inalLaw
and
the
A
uthority
ofthe
State,2017,P.91
は
、犯
罪
を
刑
事
手

続
に
よ
っ
て
訴
追
さ
れ
る
事
柄
と
定
義
付
け
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
（
Glanville
W
illiam
s）
教
授
の
説
と
の
関
連
で
、
悪
い
行
い
を
定
義
し
か
つ
分
類

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
刑
法
は
国
家
を
し
て
被
疑
者
を
訴
追
す
る
権
限
を
与
え
る
（
authorises）
も
の
で
あ
る
、
と
捉
え
う
る
点
に
長
所
を
見
出
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
吉
田
敏
雄
『
法
的
平
和
の
恢
復
応
報
・
威
嚇
刑
法
か
ら

修
復
的
正
義
指
向
の
犯
罪
法
へ
』（
平
成
一
七
年
）
一
七
四
頁
も
参
照
。
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⑸
「
一
般
予
防
か
特
別
予
防
か
、
応
報
の
意
義
、
死
刑
の
問
題
」

①

佐
伯
教
授
は
Ｈ
・
Ｌ
・
Ａ
・
ハ
ー
ト
教
授
の
論
稿(36

)を
参
照
し

つ
つ
、「
刑
罰
制
度
の
正
当
化
と
し
て
は
一
般
予
防
論
を
採
り
、
個
人
処
罰
の
正
当
化
と
し
て
は
応
報
刑
論
を
採
る
。」
と
い
う
枠
組
み
に

好
意
的
な
見
解
を
示
さ
れ
た(37

)。
も
っ
と
も
、
そ
こ
で
の
「
応
報
刑
論
」
と
い
う
の
は
「
責
任
に
応
じ
た
刑
罰
が
正
当
で
あ
る
と
す
る
も
の
」

と
さ
れ
、
そ
れ
は
、「
被
害
者
や
社
会
の
応
報
感
情
の
満
足
と
同
じ
」
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
「
国
民
多
数
の
利
益
の
た
め
に
個
人
の
権

利
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
と
い
う
消
極
的
責
任
主
義
の
役
割
」
を
強
調
さ
れ
る
な
ど
、
慎
重
な
留
保
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る(38

)。

こ
こ
で
、「
責
任
に
応
じ
た
刑
罰
」
と
は
言
っ
て
も
、
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
ば
そ
の
よ
う
に
言
え
る
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、

こ
れ
は
⑴
で
言
及
し
た
よ
う
に
、「
量
刑
」
の
問
題
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
が
、
そ
れ
を
指
導
す
る
基
本
理
念
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

妥
当
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
こ
よ
う
。

私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
程
度
の
行
為
を
行
っ
た
人
で
あ
っ
て
、
し
か
も
同
種
の
い
わ
ゆ
る
前
科
も
あ
る
と
い
っ
た
場
合
、
そ
の
者
の
規

範
意
識
や
更
生
可
能
性
そ
し
て
社
会
・
国
家
秩
序
の
尊
重
姿
勢
に
つ
い
て
重
大
な
疑
義
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
、
そ
の
性
格
面
・
人

格
面
に
疑
い
が
生
ず
る
こ
と
に
も
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
性
格
・
人
格
が
悪
い
か
ら
「
処
罰
」
し
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い

う
訳
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
「
行
為
」
に
表
れ
た
と
こ
ろ
に
窺
え
る
も
の
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る(39

)。
従
っ
て
、
犯
罪
結
果
が
重
大
で

あ
る
場
合
は
強
い
非
難
に
値
す
る
こ
と
が
通
常
で
あ
る
と
と
も
に
、
犯
罪
結
果
が
比
較
的
軽
微
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
同
種
の
非
行
が
多

数
確
認
で
き
る
場
合
な
ど
、
反
覆
・
継
続
性
が
窺
え
、
性
格
・
人
格
の
悪
さ
に
よ
り
そ
れ
な
り
に
重
い
非
難
に
値
す
る
と
い
う
の
が
基
本

理
念
と
い
う
こ
と
に
な
る(40
)。
つ
ま
り
、「
財
物
」
の
量
や
額
が
比
較
的
過
少
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
自
動
的
に
「
無
罪
」
と
い
う
結
論

が
導
き
出
さ
れ
る
訳
で
は
な
く
、「
未
遂
」
の
処
罰
規
定
も
存
在
す
る
よ
う
に
、
犯
罪
の
「
故
意
」
は
当
然
の
前
提
で
あ
る
と
と
も
に
、

犯
行
時
に
お
け
る
行
為
者
の
行
為
を
め
ぐ
っ
て
看
取
で
き
る
行
為
者
の
「
性
質
」「（
法
敵
対
的
）
傾
向
」
な
ど
も
勘
案
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
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て
、
当
該
犯
罪
の
「
成
立
」
が
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
に
な(41

)る(42
)。

こ
の
よ
う
に
行
為
者
の
性
格
・
人
格
的
な
側
面
も
考
慮
に
入
れ

ら
れ
る
の
は
、
犯
罪
は
単
に
「
行
為
」
に
止
ま
る
の
で
は
な
く
、
当
該
「
行
為
者
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う(43

)。
も
っ
と
も
、
通
常
は
「
行
為
」
に
即
し
て
量
刑
を
定
め
る
こ
と
が
不
安
定
性
・
恣
意
性
を
避
け
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
が
、
常
習
犯
罪
者
な
ど
に
つ
い
て
盗
犯
等
防
止
法
と
い
っ
た
特
別
法
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
の
よ
う
に
、
特
別
な
犯
罪
構
成
要
件

が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る(44

)と
と
も
に
、
刑
法
の
通
常
の
犯
罪
と
の
関
係
で
も
行
為
者
の
性
格
・
人
格
面
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
場

合
も
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
考
慮
は
「
行
為
責
任
主
義
」
そ
し
て
「
消
極
的
責
任
主
義
」
を
逸
脱
す
る
も
の
と
は

言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。「
行
為
」
を
行
っ
た
「
行
為
者
」
自
身
の
こ
と
を
考
慮
す
る
に
止
ま
る
か
ら
で
あ
る(45

)。

以
上
の
検
討
か
ら
、
当
該
行
為
は
こ
の
程
度
の
刑
に
値
す
る
と
い
う
趣
旨
に
お
け
る
応
報
主
義
の
観
点
か
ら
基
本
的
な
刑
の
重
さ
が
決

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（「
法
定
刑
」
を
前
提
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
量
刑
相
場
」
に
基
づ
く
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う(46
)）
が
、「
特
別

予
防
」
的
に
改
善
・
更
生
の
可
能
性
が
大
で
あ
り
、
再
犯
の
可
能
性
が
殆
ど
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
場
合
は
減
軽
し
た
り
、
執
行
猶
予
を

付
け
る
こ
と
も
可
能
と
な
ろ
う(47
)。
こ
れ
に
対
し
、
累
犯
・
常
習
と
い
っ
た
場
合
や
、
改
善
・
更
生
の
可
能
性
に
乏
し
く
再
犯
の
可
能
性
が

大
で
あ
る
と
見
う
る
よ
う
な
強
固
な
犯
罪
意
思
を
有
す
る
よ
う
な
場
合
は
、「
法
定
刑
」
の
限
り
重
い
処
断
に
値
す
る
と
い
う
こ
と
に
も

な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
処
断
刑
・
宣
告
刑
を
た
ど
れ
ば
、
自
ず
と
「
一
般
予
防
」
的
な
効
果
は
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、「
量

刑
」
に
お
い
て
殊
更
「
一
般
予
防
」
は
強
調
す
る
必
要
は
な
く
、
単
に
リ
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
的
な
機
能
を
有
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
も

言
え
よ
う
。
と
い
う
の
も
、「
罪
刑
の
均
衡
」
と
「
一
般
予
防
」
と
い
う
用
語
（
最
二
小
判
昭
和
五
八
・
七
・
八
刑
集
三
七
巻
六
号
六
〇

九
〔
六
一
〇
、
六
一
三
〕
頁
）
に
つ
い
て
は
、
概
念
的
に
は
違
う
も
の
で
は
あ
る
が
、「
罪
刑
の
均
衡
」
に
基
づ
い
て
宣
告
刑
を
言
い
渡

す
こ
と
で
、
自
ず
と
「
一
般
予
防
」
上
の
効
果
は
あ
り
う
る
も
の
と
言
え
よ
う
か
ら
で
あ
り
、
後
者
は
前
者
に
対
し
、
い
わ
ば
表
裏
の
関
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係
に
あ
る
と
も
見
う
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ(48

)る(49
)。

②

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
る
と
、
仮
釈
放
の
恩
典
に
浴
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
同
種
の
強
殺
を
行
う
な
ど
し
た
者
は
、
刑

事
手
続
的
に
誤
り
が
な
い
限
り
か
つ
責
任
能
力
が
あ
る
以
上
、「
死
刑
」
と
い
う
「
絶
対
的
隔
離
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
訳
で
あ
る
。

刑
務
所
に
収
容
さ
れ
て
い
る
時
は
周
り
か
ら
常
に
矯
正
を
強
く
求
め
ら
れ
る
た
め
品
行
方
正
に
至
っ
て
い
た
と
し
て
も
、「
し
ゃ
ば
」
に

出
て
自
由
に
な
る
と
、
規
制
も
緩
く
な
っ
て
自
己
抑
制
も
出
来
な
く
な
り
、
同
種
の
強
殺
を
行
う
な
ど
と
い
う
の
は(50

)、
結
局
、
十
分
な
自

己
反
省
も
な
く
、
高
を
括
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
者
に
対
す
る
「
死
刑
」
判
決
が
「
消

極
的
責
任
主
義
」
に
反
す
る
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
自
己
の
利
益
追
求
に
腐
心
し
他
者
の
権
利
・
利
益
侵
害
を
何
と
も
思
わ
な
い

よ
う
な
法
敵
対
的
な
傾
向
の
強
い
者
に
つ
い
て
は
、「
被
害
者
」
に
代
わ
っ
て
「
国
家
」
が
し
か
る
べ
き
「
刑
罰
」
を
科
す
る
と
い
う
の
が
、

「
公
刑
罰
」
た
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。「
個
人
」
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
も
、「
社
会
」「
国
家
」
内
の
存
在
と
し
て
、
代
議
士

等
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
法
令
を
尊
重
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、「
民
主
主
義
」の
精
神
に
も
反
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、「
責

任
」
に
見
合
っ
た
「
刑
罰
」
と
い
う
場
合
、
何
も
「
死
刑
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
訳
で
も
あ
る
ま
い
と
の
反
論
も
あ
ろ
う
。「
刑

事
手
続
」
的
な
問
題
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
（
誤
判
の
問
題(51

)）、「
故
意
」
に
他
者
の
「
生
命
」
侵
害
を
し
た
よ
う
な
場
合
は
、
自
ら
の
「
生
命
」

を
も
っ
て
償
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
発
想
は
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
緩
刑
傾
向
が
過
ぎ
る
と
「
無
法
」
な
言
動
を
当
然
視
す
る
よ
う

な
風
潮
を
招
き
か
ね
ず
、「
一
般
市
民
」
等
も
安
ん
じ
て
暮
ら
す
こ
と
も
で
き
な
い
よ
う
に
な
り
か
ね
な
い
で
あ
ろ
う
。「
国
家
」
と
し
て

は
そ
の
よ
う
な
「
無
法
者
」
に
は
屈
し
な
い
強
い
姿
勢
を
示
し
て
お
く
こ
と
が
肝
要
な
の
で
あ
る(52
)。

（
36
）
V
gl.H
.L.A
.H
art,（
A
nm
.3）
Punischm
ent,PP.9-11.
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（
37
）
佐
伯
仁
志
『
刑
法
総
論
の
考
え
方
・
楽
し
み
方
』（
平
成
二
五
年
）
六
頁
参
照
。

（
38
）
松
原
・
前
掲
注
（
3
）
応
報
の
行
方
七
四
頁
も
結
論
的
に
同
旨
と
な
ろ
う
か
。

（
39
）「
行
為
者
人
格
（
T
ǎterpersōnlichkeit）
の
考
慮
な
し
に
は
、
適
切
な
刑
は
見
出
せ
な
い
」
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
刑
法
の
量
刑
論
に
お
い
て
も
一
般

的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
言
え
よ
う
（
Z.B.vgl.H
ans‐
Jūrgen
Bruns,D
as
Recht
der
Strafzum
essung:Eine
system
atische

D
arstellung
fūr
die
Praxis,2.A
ufl.,1985,SS.144,191）。

（
40
）
大
判
明
治
四
三
・
一
〇
・
一
一
刑
録
一
六
輯
一
六
二
〇
頁
の
い
わ
ゆ
る
一
厘
事
件
判
決
も
、「
零
細
ナ
ル
反
法
行
為
ハ
犯
人
ニ
危
険
性
ア
リ
ト
認
ム

ヘ
キ
特
殊
ノ
情
況
ノ
下
ニ
決
行
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ
ル
限
リ
共
同
生
活
ノ
観
念
ニ
於
テ
刑
罰
ノ
制
裁
ノ
下
ニ
法
律
ノ
保
護
ヲ
要
求
ス
ヘ
キ
法

益
ノ
侵
害
ト
認
メ
サ
ル
以
上
ハ
之
ニ
臨
ム
ニ
刑
罰
法
ヲ
以
テ
シ
刑
罰
ノ
制
裁
ヲ
加
フ
ル
必
要
ナ
」
し
（
一
六
二
四
頁
）
と
判
示
し
て
お
り
、「
犯
人
に

危
険
性
あ
り
と
認
む
べ
き
特
殊
の
情
況
」
の
有
無
と
い
う
「
留
保
」
が
付
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
戦
後
の
判
例
東
京
高
判
昭
和
六
〇
・
一
〇
・
一
四

東
高
時
三
六
巻
一
〇
＝
一
二
号
八
〇
頁
は
、「
焼
魚
（
目
刺
）
二
尾
等
時
価
一
六
〇
円
相
当
の
食
品
を
盗
み
食
い
し
た
こ
と
が
窃
盗
罪
に
当
た
る
と
さ

れ
た
事
例
」
と
な
っ
て
お
り
、
ホ
テ
ル
の
一
階
フ
ロ
ン
ト
内
を
物
色
し
て
金
品
窃
取
を
企
て
た
が
果
た
し
え
ず
、
二
階
の
食
堂
に
お
い
て
、
冷
蔵
庫

内
の
焼
魚
（
目
刺
）
二
尾
、
豆
腐
一
丁
（
但
し
、
そ
の
三
分
の
二
位
）
及
び
米
飯
二
摑
み
位
（
但
し
、
こ
の
部
分
は
訴
因
外
）
を
盗
み
食
い
し
た
事

案
を
「
窃
盗
既
遂
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、「
一
厘
事
件
」
判
決
を
参
照
し
つ
つ
、
上
述
の
「
留
保
」
を
指
摘
し
て
、「
金
品
窃
取
の
未
遂
の
点
か

ら
も
被
告
人
の
危
険
性
を
充
分
窺
い
得
る
う
え
、
窃
取
行
為
に
よ
り
、
刑
法
上
の
保
護
に
値
す
る
個
人
の
財
物
に
対
す
る
権
利
を
侵
害
し
た
こ
と
の

認
め
ら
れ
る
本
件
に
あ
っ
て
は
、
右
判
例
の
趣
旨
に
徴
し
て
も
、
犯
罪
の
成
立
が
阻
却
さ
れ
る
も
の
と
解
す
べ
き
い
わ
れ
の
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。」（
八
二
頁
）
と
判
示
し
た
（
軽
微
な
窃
盗
等
に
つ
い
て
の
判
例
傾
向
に
つ
き
、
前
田
雅
英
『
可
罰
的
違
法
性
論
の
研
究
』（
昭
和
五
七
年
）
四

六
八
頁
以
下
参
照
）。

（
41
）
一
般
論
と
し
て
は
、
内
田
文
昭
『
刑
法
概
要
中
巻
〔
犯
罪
論
⑵
〕』（
平
成
一
一
年
）
六
二
頁
以
下
も
、
第
三
の
視
座
と
し
て
で
は
あ
る
が
、「
当
該

行
為
の
も
つ
「
社
会
的
意
味
」
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
」
と
し
、「
結
果
の
軽
微
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
予
防
・
特
別
予
防

の
見
地
か
ら
、
特
に
刑
罰
を
必
要
と
す
る
場
合
も
あ
り
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
「
特
例
」
を
留
保
」
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
て
、
後
掲
注
（
42
）

か
ら
窺
え
る
と
こ
ろ
で
は
、「
盗
罪
」
の
場
合
は
原
則
的
に
犯
罪
の
「
不
成
立
」
と
い
う
こ
と
は
考
え
難
い
よ
う
で
も
あ
る
が
、「
微
罪
」
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
る
よ
う
な
場
合
、
す
な
わ
ち
、
窃
盗
罪
の
法
定
刑
の
下
限
「
一
万
円
」
を
二
回
減
軽
し
た
額
「
二
五
〇
〇
円
」
以
下
程
度
の
財
物
窃
取
に

つ
い
て
は
、
初
犯
で
あ
っ
て
賠
償
が
な
さ
れ
、
反
省
の
情
が
顕
著
で
あ
り
、
か
つ
身
元
引
受
人
が
い
る
と
い
っ
た
よ
う
な
場
合
で
あ
れ
ば
、「
国
家
刑

罰
権
の
発
動
」
の
観
点
か
ら
、
犯
罪
「
不
成
立
」
を
観
念
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
42
）
こ
れ
に
対
し
、
美
濃
部
達
吉
「
所
謂
一
厘
事
件
に
付
て
」
国
家
学
会
雑
誌
二
五
巻
一
号
（
明
治
四
四
年
）
四
五
頁
（
復
刻
版
国
家
学
会
雑
誌
五
三
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巻
（
平
成
八
年
）
四
五
頁
所
収
）
は
、
裁
判
官
は
危
険
性
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
法
律
の
適
用
を
免
除
す
る
職
権
は
有
さ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
行
為
は
全
く
煙
草
専
売
法
四
八
条
の
規
定
に
該
当
し
な
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
犯
罪
の
「
成
立
」
に
関
し
て
で
あ
り
、「
量
刑
」
に
際

し
て
は
事
情
に
応
じ
た
危
険
性
を
考
慮
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
（
四
六
頁
）。
こ
の
点
、
城
下
裕
二
『
量
刑
基
準
の
研
究
』（
平
成
七
年
）
六
七
頁
も
、

行
為
責
任
論
の
立
場
か
ら
は
「
犯
人
の
性
格
」
を
考
慮
し
て
重
い
刑
罰
を
科
す
る
こ
と
は
疑
問
と
さ
れ
る
が
、
例
え
ば
、
軽
微
な
物
の
万
引
で
あ
っ

て
も
累
行
さ
れ
れ
ば
、
物
の
客
観
的
な
市
場
価
格
だ
け
の
評
価
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
行
為
者
の
性
格
・
人
格
に
対
す
る
強
い
非
難
が
付
加
さ
れ
う
る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
（
小
林
充
ほ
か
「
座
談
会
「
量
刑
判
断
の
実
際
」
と
量
刑
判
断
」
法
律
時
報
七
六
巻
四
号
（
平
成
一
六
年
）
七
一
頁
四
段
も
、「
前

科
が
あ
る
の
に
ま
た
犯
罪
を
行
っ
て
再
犯
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
、
重
く
処
罰
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
。」
と
さ
れ
る
、
七
三
頁
三
段
も
参
照
。

な
お
、
鮎
川
潤
『
犯
罪
学
入
門
殺
人
・
賄
賂
・
非
行
』（
平
成
九
年
）
一
四
九
頁
以
下
に
は
、
前
科
三
犯
の
被
告
人
が
お
に
ぎ
り
二
個
、
計
二
六
〇
円

を
盗
っ
た
事
例
に
対
し
懲
役
一
年
六
ヵ
月
の
実
刑
判
決
が
下
さ
れ
た
「
常
習
累
犯
窃
盗
」
事
件
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
余

程
努
力
し
て
生
活
し
て
ゆ
か
な
い
と
こ
の
よ
う
な
状
態
か
ら
抜
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
か
）。

し
か
し
て
、
大
審
院
判
決
は
葉
煙
草
七
分
・
価
額
金
一
厘
と
い
う
原
審
の
認
定
し
た
事
実
関
係
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
（
一
六
二
四

頁
以
下
参
照
）、
こ
の
限
り
で
の
判
断
と
い
う
こ
と
に
は
な
ろ
う
（
も
っ
と
も
、「
一
罰
百
戒
」
的
な
判
断
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ろ
う
か
。

こ
の
点
、
富
井
正
章
「
一
厘
事
件
ノ
判
決
ニ
就
テ
」
法
学
協
会
雑
誌
二
九
巻
一
号
（
明
治
四
四
年
）
三
一
頁
以
下
、
勝
本
勘
三
郎
（
勝
本
正
晃
編
）『
刑

法
の
理
論
及
び
政
策
』（
大
正
一
四
年
）
四
八
二
頁
参
照
）。
ま
た
、
本
件
は
「
税
法
（
煙
草
専
売
法
）」
に
か
か
わ
る
判
断
で
あ
っ
て
、「
盗
罪
」
の

場
合
は
同
日
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
と
の
趣
旨
と
も
取
れ
よ
う
（
大
判
大
正
一
・
一
一
・
二
五
刑
録
一
八
輯
一
四
二
一
頁
、
大
判
大
正
四
・
六
・
二
二

刑
録
二
一
輯
八
七
九
〔
八
八
三
〕
頁
、
宮
原
三
男
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
二
〇
〇
号
（
昭
和
三
五
年
）
一
〇
頁
四
段
、
一
一
頁
三
段
、
日
沖
憲
郎
「
財

物
の
概
念
」
日
本
刑
法
学
会
（
代
表
者
瀧
川
幸
辰
）
編
『
刑
事
法
講
座
第
四
巻
』（
昭
和
二
七
年
）
八
四
六
頁
参
照
）。

（
43
）
荘
子
邦
雄
「
第
二
章

「
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
は
行
為
者
の
行
為
で
あ
る
」」
同
『
刑
法
の
基
礎
理
論
』（
昭
和
四
六
年
一
刷
、
昭
和
五
三
年
三
刷
）

は
し
が
き
一
頁
以
下
、
本
文
四
五
頁
以
下
参
照
。

（
44
）
ち
な
み
に
、
盗
犯
等
防
止
法
三
条
の
「
常
習
」
の
意
義
を
制
限
的
に
解
し
た
判
例
も
あ
り
（
東
京
高
判
平
成
五
・
一
一
・
三
〇
判
時
一
四
九
五
号

一
四
一
頁
、
中
島
広
樹
「
常
習
累
犯
窃
盗
罪
に
お
け
る
「
常
習
性
」」
小
田
中
聰
樹
ほ
か
編
著
『
誤
判
救
済
と

刑
事
司
法
の
課
題
渡
部
保
夫
先
生
古
稀
記
念
』（
平
成

一
二
年
）
五
五
五
頁
以
下
参
照
）、
そ
の
場
合
、「
窃
盗
」
を
従
来
か
ら
多
数
行
っ
て
い
た
と
い
う
事
情
は
「
単
純
窃
盗
」
の
量
刑
事
情
と
し
て
考
慮

さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
45
）
V
gl.GŪ
N
T
ER
ST
RA
T
EN
W
ERT
H
,T
atschuld
und
Strafzum
essung,1972,SS.8,15,17.も
っ
と
も
、
本
書
自
体
は
ド
イ
ツ
の
量
刑

実
定
法
に
対
し
て
批
判
的
な
立
場
か
ら
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
わ
れ
わ
れ
が
法
と
道
徳
を
最
終
的
に
量
刑
の
領
域
に
お
い
て
も
分
離
し
よ
う
と
す
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る
た
め
に
は
、
人
格
の
あ
ら
ゆ
る
そ
の
よ
う
な
責
任
評
価
（
例
え
ば
、
飲
酒
に
よ
り
身
を
持
ち
崩
し
て
、
家
庭
を
崩
壊
さ
せ
た
な
ど
と
い
っ
た
事
情

の
責
任
の
観
点
の
下
で
の
評
価
―
伊
藤
注
）
を
放
棄
す
る
と
い
う
、
そ
の
一
つ
の
道
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
る
」（
三
六
頁
）
と
さ
え
述
べ
ら
れ
て
い
る

が
、
量
刑
の
一
事
由
と
し
て
そ
の
よ
う
な
被
告
人
の
行
状
を
考
慮
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
法
と
道
徳
の
混
同
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
ど
の
よ
う
な
生
活
を
す
る
か
は
個
人
の
自
由
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
行
状
が
「
犯
罪
」
に
つ
な
が
っ
た
と
す
れ
ば
、「
行
為
者
」

関
係
事
情
と
し
て
、「
法
的
に
」
量
刑
事
由
と
し
て
考
慮
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
か
ら
で
あ
る
。

（
46
）
近
時
の
判
例
に
お
い
て
も
、
検
察
官
の
求
刑
懲
役
一
〇
年
を
五
割
増
し
の
被
告
人
二
名
い
ず
れ
も
懲
役
一
五
年
と
し
た
一
・
二
審
の
宣
告
刑
が
甚

だ
し
く
不
当
で
あ
る
と
し
て
破
棄
・
自
判
し
、
そ
れ
ぞ
れ
懲
役
一
〇
年
と
懲
役
八
年
に
処
し
た
も
の
（
最
一
小
判
平
成
二
六
・
七
・
二
四
刑
集
六
八

巻
六
号
九
二
五
頁
。
こ
の
点
、
稗
田
雅
洋
「
裁
判
員
裁
判
と
刑
法
理
論
―
裁
判
官
の
視
点
か
ら
―
」
刑
法
雑
誌
五
五
巻
二
号
（
平
成
二
八
年
）
一
八

五
頁
以
下
参
照
）
や
、
一
審
の
死
刑
判
決
を
破
棄
・
自
判
し
、
無
期
懲
役
刑
を
言
い
渡
し
た
二
審
判
決
を
維
持
し
た
も
の
（
最
二
小
決
平
成
二
七
・
二
・

三
刑
集
六
九
巻
一
号
一
頁
、
最
二
小
決
平
成
二
七
・
二
・
三
刑
集
六
九
巻
一
号
九
九
頁
）
が
あ
る
よ
う
に
、
裁
判
員
制
度
の
下
で
の
刑
事
裁
判
に
お

い
て
も
、
量
刑
の
面
に
つ
い
て
も
裁
判
官
が
的
確
に
裁
量
権
を
行
使
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
（
前
田

雅
英
「
判
批
」
捜
査
研
究
七
六
三
号
（
平
成
二
六
年
）
四
一
頁
参
照
）。
な
お
、
後
者
の
判
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
悪
質
な
人
間
が
「
死
刑
」
に
な
ら

な
い
の
は
お
か
し
い
と
思
う
の
が
、
日
本
の
「
一
般
市
民
」
等
の
感
覚
と
も
言
え
よ
う
が
、
そ
れ
は
一
名
殺
害
の
先
例
（
例
え
ば
、
最
一
小
判
平
成

一
〇
・
四
・
二
三
裁
判
集
刑
二
七
三
号
二
〇
九
頁
・
福
岡
高
判
平
成
三
・
三
・
二
六
判
時
一
三
八
七
号
一
四
五
頁
、
最
二
小
判
平
成
二
〇
・
二
・
二

九
裁
判
集
刑
二
九
三
号
三
七
三
頁
・
東
京
高
判
平
成
一
七
・
三
・
二
九
判
時
一
八
九
一
号
一
六
六
頁
参
照
。
こ
れ
に
対
し
、
最
二
小
判
平
成
一
一
・

一
一
・
二
九
裁
判
集
刑
二
七
六
号
五
九
五
頁
・
東
京
高
判
平
成
九
・
五
・
一
二
判
時
一
六
一
三
号
一
五
〇
頁
を
参
照
〔
本
件
も
含
め
て
、
岩
井
宣
子
「
判

批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
七
九
号
平
成
一
一
年
度
重
要
判
例
解
説
（
平
成
一
二
年
）
一
九
六
頁
以
下
、
前
田
雅
英
「
死
刑
と
無
期
刑
と
の
限
界
」
原
田

國
男
判
事
退
官
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
原
田
國
男
判
事
退
官
記
念
論
文
集

新
し
い
時
代
の
刑
事
裁
判
』（
平
成
二
二
年
）
四
八
〇
頁
以
下
参
照
〕）

を
考
慮
し
つ
つ
、
量
刑
に
お
け
る
「
公
平
性
」
を
前
提
と
し
た
（
松
本
時
夫
「
刑
の
量
定
・
求
刑
・
情
状
立
証
」
石
原
一
彦
ほ
か
編
『
現
代
刑
罰
法

大
系
6
刑
事
手
続
Ⅱ
』（
昭
和
五
七
年
）
一
四
八
頁
、
伊
藤
博
路
「
判
批
」
名
城
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
三
五
号
（
平
成
二
八
年
）
一
二
三
頁
以

下
も
参
照
）、「
応
報
」
の
観
点
に
よ
り
歯
止
め
を
掛
け
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
と
い
う
の
は
、
殺
害
の
「
計
画
性
」
が
明
確
で
な

い
場
合
、
な
い
し
「
計
画
性
」
と
匹
敵
す
る
よ
う
な
他
の
事
由
、
例
え
ば
犯
行
態
様
の
甚
だ
し
い
残
虐
さ
が
あ
る
と
ま
で
言
え
な
い
よ
う
な
場
合
、

他
の
事
案
と
の
比
較
で
「
死
刑
」
ま
で
言
い
渡
す
の
は
「
公
平
性
」
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
と
す
る
と
、「
生
命
侵
害
」
以
外
の
他
の
事
由
が
い
か

に
悪
質
に
見
え
て
も
、
被
告
人
の
「
生
命
剥
奪
」
に
ま
で
至
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
一
人
の
「
生
命
」
以
上
の
「
生
命
侵
害
」
が
な
い
こ
と
が
歯
止

め
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
か
ら
で
あ
る
（
し
か
し
、
他
方
、
二
名
殺
害
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
「
死
刑
」
と
な
る
訳
で
も
な
い
。
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例
え
ば
、
最
三
小
決
平
成
二
〇
・
九
・
二
九
裁
判
集
刑
二
九
五
号
一
三
五
頁
参
照
。
死
刑
回
避
の
理
由
と
し
て
は
、
本
件
殺
害
行
為
自
体
は
計
画
性

が
明
確
で
は
な
い
こ
と
、
更
生
が
不
可
能
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
）。
こ
れ
ら
近
時
の
判
例
を

前
提
と
し
た
論
稿
と
し
て
、
樋
口
亮
介
「
一
〇

行
為
責
任
論
を
基
礎
に
し
た
前
科
の
位
置
づ
け
―
近
時
の
英
米
圏
の
学
説
を
素
材
に
―
」
高
橋
則

夫
ほ
か
編
著
『
刑
事
法
学
の
未
来

長
井
圓
先
生
古
稀
記
念
』（
平
成
二
九
年
）
一
七
九
頁
以
下
参
照
。

（
47
）
曲
田
統
「
死
刑
制
度
は
保
持
さ
れ
う
る
か
」
法
学
新
報
一
一
八
巻
七
・
八
号
（
平
成
二
三
年
）
五
頁
以
下
参
照
。

（
48
）
こ
の
ほ
か
、「
一
般
予
防
」
は
実
効
面
に
お
い
て
過
度
な
期
待
は
持
ち
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
犯
罪
関
係
情
報
は
犯
罪
を

行
わ
な
い
「
一
般
市
民
」
等
に
と
っ
て
は
単
な
る
現
状
・
状
況
説
明
に
止
ま
る
と
も
言
え
よ
う
し
、
他
方
、
犯
罪
を
行
う
者
に
と
っ
て
は
そ
の
よ
う

な
「
威
嚇
」
は
効
果
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
A
uch
vgl.K
arlF.Schum
ann,Positive
Generalprǎvention:

Ergebnisse
und
Chancen
der
Forschung,1989,S.52
.川
崎
一
夫
『
体
系
的
量
刑
論
』（
平
成
三
年
）
一
六
三
頁
以
下
、
ハ
イ
ン
ツ
・
ミ
ュ
ラ
ー

＝
デ
ィ
ー
ツ
〔
上
田
健
二
ほ
か
訳
〕「
一
般
予
防
の
根
本
問
題
」
同
志
社
法
学
二
二
七
号
（
平
成
四
年
）
三
八
頁
以
下
、
小
池
信
太
郎
「
量
刑
に
お
け

る
消
極
的
責
任
主
義
の
再
構
成
」
慶
應
法
学
一
号
（
平
成
一
六
年
）
二
六
七
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
浅
田
和
茂
「
量
刑
基
準
」
前
野
育
三
ほ
か
編
著
『
量

刑
法
の
総
合
的
検
討

松
岡
正
章
先
生
古
稀
祝
賀
』（
平
成
一
七
年
）
三
七
頁
も
参
照
。

従
っ
て
、
応
報
刑
論
な
か
ん
ず
く
相
対
的
応
報
刑
論
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
れ
は
「
国
家
」
の
み
が
「
被
害
者
」
等
に
代
っ

て
「
報
復
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
視
座
か
ら
根
拠
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
逆
に
、「
被
害
者
」
等
は
「
報
復
」
す
る
権
限
は
有
し
な
い
の

で
あ
り
（
auch
vgl.T
.R.A
N
D
RISSEK
,（
A
nm
.3）
V
ergeltung
S.38f.）、「
刑
罰
論
」
と
し
て
の
意
義
は
こ
こ
に
尽
き
る
の
で
あ
り
、「
特

別
予
防
」「
一
般
予
防
」
の
観
点
は
こ
れ
を
前
提
と
し
て
、
量
刑
上
・
行
刑
上
考
慮
に
入
れ
ら
れ
う
る
事
由
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
、
駒

村
圭
吾
「
仇
討
ち
―
死
刑
制
度
存
廃
論
に
は
法
治
国
と
し
て
果
た
す
べ
き
重
大
な
役
割
が
抜
け
落
ち
て
い
る
―
光
市
母
子
殺
害
事
件
の
被
害
者
遺
族

が
現
代
の
行
刑
シ
ス
テ
ム
に
投
げ
つ
け
た
「
報
復
の
論
理
」」
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｏ
一
九
巻
二
六
号
（
平
成
一
九
年
）
七
二
頁
以
下
参
照
。
こ
れ
に
対
し
、
松

宮
孝
明
『
刑
事
立
法
と
犯
罪
体
系
』（
平
成
一
五
年
）
九
、
一
六
頁
は
「
市
民
の
自
己
防
衛
権
」
を
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
基
本
的
に
日
本
刑

法
三
五
条
以
下
な
い
し
超
法
規
的
違
法
・
責
任
阻
却
事
由
の
解
釈
論
に
か
か
わ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

（
49
）
こ
れ
に
対
し
、
松
宮
孝
明
「
刑
罰
目
的
と
刑
事
立
法
」
広
瀬
ほ
か
編
著
・
前
掲
注
（
8
）
小
田
中
古
稀
七
三
頁
以
下
は
「「
消
極
的
一
般
予
防
」
は
、

人
々
を
い
わ
ば
潜
在
的
犯
罪
者
と
み
な
」
す
「
刑
法
観
」
で
あ
る
（
A
uch
vgl.H
erbert
K
och,Jenseits
der
Strafe:Ū
berlegungen
zur

K
rim
inalitǎtsbew
ǎltigung,1988,S.13）
の
に
対
し
、「「
積
極
的
一
般
的
予
防
」
は
、
人
々
を
社
会
の
担
い
手
＝
「
市
民
」
と
み
な
」
す
も
の
で

あ
る
と
し
て
、
後
者
を
積
極
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
犯
罪
を
行
っ
た
場
合
そ
の
よ
う
な
捉
え
方
は
理
念
型
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
も
な
ろ
う
し
、

窃
盗
な
ど
の
場
合
確
実
な
捜
索
・
逮
捕
が
肝
要
で
あ
る
旨
述
べ
て
い
る
よ
う
に
（
七
二
頁
。
松
宮
・
前
掲
注
（
48
）
刑
事
立
法
五
二
頁
以
下
も
参
照
）、
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徒
ら
に
寛
容
に
し
過
ぎ
る
こ
と
な
く
、「
事
の
善
悪
」
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

（
50
）
例
え
ば
、
最
二
小
判
平
成
一
一
・
一
二
・
一
〇
刑
集
五
三
巻
九
号
一
一
六
〇
頁
・
広
島
高
判
平
成
一
六
・
四
・
二
三
高
裁
刑
事
裁
判
速
報
集
（
平

一
六
）
一
八
五
頁
（
LEX
/D
B28095490）・
最
三
小
判
平
成
一
九
・
四
・
一
〇
裁
判
集
刑
二
九
一
号
三
三
七
頁
参
照
。

（
51
）
例
え
ば
、
西
原
春
夫
「
死
刑
制
度
を
考
え
る
―
永
山
判
決
を
契
機
と
し
て
―
」
法
学
教
室
三
八
号
（
昭
和
五
八
年
）
八
七
頁
四
段
に
そ
の
よ
う
な

指
摘
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
三
原
憲
三
「
わ
が
国
に
お
け
る
「
誤
判
」
と
「
死
刑
廃
止
論
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
同
ほ
か
編
著
『
刑
事
法

学
に
お
け
る
ト
ポ
ス
論
の
実
践
津
田
重
憲
先
生

追
悼
論
文
集
』（
平
成
二
六
年
）
一
頁
以
下
、
萱
野
・
前
掲
注
（
6
）
死
刑
二
二
〇
頁
以
下
な
ど
を
参
照
。

も
っ
と
も
、
一
気
に
「
廃
止
」
を
唱
え
る
よ
り
も
、「
誤
判
」
を
な
く
す
よ
う
な
特
別
な
手
立
を
講
ず
る
と
い
う
の
が
物
の
順
序
で
は
あ
る
ま
い
か
。

例
え
ば
、
笹
倉
香
奈
「
死
刑
事
件
に
お
け
る
量
刑
の
全
員
一
致
制
に
つ
い
て
―
ア
メ
リ
カ
の
最
近
の
状
況
を
中
心
に
―
」
井
田
良
ほ
か
編
著
『
浅
田

和
茂
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
［
下
巻
］』（
平
成
二
八
年
）
五
八
五
頁
以
下
、
四
宮
啓
「
日
本
に
お
け
る
死
刑
量
刑
手
続
に
つ
い
て
―
そ
の
公
正
性
・

倫
理
性
そ
し
て
憲
法
適
合
性
―
」
高
橋
ほ
か
編
・
前
掲
注
（
3
）
曽
根
・
田
口
古
稀
七
七
三
以
下
、
七
八
二
以
下
、
七
九
八
以
下
、
八
一
四
頁
以
下

参
照
。
な
お
、
現
行
法
の
下
に
お
い
て
も
、
最
高
裁
は
死
刑
事
件
に
つ
い
て
は
、
原
判
決
を
見
直
す
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
弁
論
を
開
く
こ
と
が
慣

行
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
（
判
時
一
六
三
八
号
一
五
五
頁
三
段
参
照
）。
ま
た
、
刑
事
捜
査
上
の
改
善
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
52
）
最
三
小
判
平
成
一
八
・
六
・
二
〇
裁
判
集
刑
二
八
九
号
三
八
三
頁
の
検
察
官
の
上
告
趣
意
は
、
被
害
者
や
遺
族
ら
の
処
罰
感
情
と
の
関
連
で
、「
国

家
が
私
的
復
讐
を
禁
止
し
て
刑
罰
権
を
独
占
し
て
い
る
以
上
、「
刑
事
司
法
が
被
害
者
に
代
わ
っ
て
裁
い
て
く
れ
る
。」
と
い
う
国
民
一
般
の
信
頼
を

裏
切
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」（
四
二
七
頁
）
と
主
張
さ
れ
、
東
京
高
判
平
成
一
二
・
二
・
二
八
判
時
一
七
〇
五
号
一
七
三
頁
も
「
量
刑
の
当
否
」

検
討
の
一
環
と
し
て
の
「
社
会
的
影
響
」
に
つ
き
、「
本
件
犯
行
は
、
そ
の
発
生
直
後
か
ら
、
約
七
年
前
の
強
姦
等
の
被
害
に
つ
い
て
被
害
者
が
正
当

に
も
捜
査
機
関
に
申
告
し
た
こ
と
を
逆
恨
み
さ
れ
て
、
出
所
し
て
間
も
な
い
被
告
人
か
ら
自
宅
を
突
き
止
め
ら
れ
、
待
ち
伏
せ
さ
れ
て
惨
殺
さ
れ
た

と
い
う
特
異
な
犯
行
動
機
や
凄
惨
な
被
害
結
果
が
報
道
機
関
等
に
よ
り
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
近
隣
住
民
に
与
え
た
恐
怖
感
や
社
会
一
般
に
与
え

た
衝
撃
は
甚
大
で
あ
り
、
ま
た
犯
罪
被
害
者
、
と
り
わ
け
性
犯
罪
被
害
者
に
被
害
申
告
を
躊
躇
さ
せ
る
悪
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
こ
と
に
も
一
定
の

考
慮
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
、
本
件
は
刑
事
司
法
に
対
す
る
重
大
な
挑
戦
で
あ
り
、
刑
事
司
法
制
度
の
根
幹
に
関
わ
る
と
い
う
検
察
官
の
所
論
に
は
直

ち
に
同
調
で
き
な
い
に
し
て
も
、
右
の
意
味
で
の
社
会
的
影
響
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
っ
て
無
視
で
き
な
い
。」（
一
七
六
頁
四
段
―
一
七
七
頁
一
段
）

と
判
示
し
て
お
り
、
量
刑
も
具
体
的
事
案
に
応
じ
た
具
体
的
判
断
で
あ
る
の
で
、
事
案
に
応
じ
た
判
断
（
本
件
は
一
審
の
無
期
懲
役
刑
を
死
刑
に
改

め
た
も
の
）
の
一
環
と
し
て
「
社
会
的
影
響
」
も
考
慮
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
本
件
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
は
、
検
察
官
の
主
張

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
正
当
な
司
法
活
動
を
尊
重
せ
ず
、
あ
く
ま
で
も
自
己
の
私
力
を
貫
徹
さ
せ
よ
う
と
す
る
被
告
人
の
強
い
犯
意
に
対
し
、
そ
れ

を
屈
服
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
強
い
国
家
意
思
が
働
く
こ
と
は
否
め
な
い
と
こ
ろ
と
言
え
よ
う
（
な
お
、
本
件
は
最
二
小
判
平
成
一
六
・
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一
〇
・
一
三
裁
判
集
刑
二
八
六
号
三
一
五
七
頁
に
よ
っ
て
二
審
の
死
刑
判
決
が
確
定
し
て
い
る
）。

こ
の
ほ
か
、
山
口
地
判
平
成
一
二
・
三
・
二
二
LEX
/D
B25480335・
広
島
高
判
平
成
一
四
・
三
・
一
四
判
時
一
九
四
一
号
四
三
頁
三
段
・
四
五

頁
三
段
以
下
・
最
三
小
判
平
成
一
八
・
六
・
二
〇
裁
判
集
刑
二
八
九
号
三
八
三
頁
・
広
島
高
判
平
成
二
〇
･四
･二
二
LEX
/D
B28145306･最
一
小
判

平
成
二
四
・
二
・
二
〇
裁
判
集
刑
三
〇
七
号
一
五
五
頁
は
、「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
」（
平
成
一
六
・
一
二
・
八

法

一

六

一
）
の
制
定
や
少
年
法
・
刑
訴
法
の
改

正
を
通
じ
て
、「
被
害
者
」
の
刑
事
司
法
へ
の
参
加
を
促
す
原
動
力
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
も
の
と
言
え
（
岡
村
勲
「〈
基
調
講
演
〉
犯
罪
被
害
者
の
権

利
の
実
現
を
目
指
し
て
」、
本
村
洋
ほ
か
「〈
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉
被
害
者
の
た
め
の
正
義
は
日
本
に
お
い
て
ど
う
実
現
さ
れ
る
べ
き
か
」

諸
澤
英
道
ほ
か
編
『
被
害
者
の
た
め
の
正
義
は
日
本
に
お
い
て
ど
う
実
現
さ
れ
る
べ
き
か
』（
平
成
一
六
年
）
一
五
以
下
、
六
六
頁
以
下
〔
も
っ
と
も
、

「
全
国
犯
罪
被
害
者
の
会
（
あ
す
の
会
）」
は
平
成
三
〇
年
六
月
に
解
散
す
る
旨
、
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
西
日
本
新
聞
平
成
三
〇
年
三
月
一
二
日
夕
刊

九
版
九
面
参
照
〕、「
光
市
母
子
殺
人
に
死
刑
判
決
！
五
〇
枚
本
村
洋
さ
ん
独
占
手
記
」
Ｗ
ｉ
Ｌ
Ｌ
二
〇
〇
八
年
六
月
号
三
八
下
段
以
下
、
四
八
頁
上

―
中
段
、
門
田
隆
将
『
な
ぜ
君
は
絶
望
と
闘
え
た
の
か
―
本
村
洋
の
三
三
〇
〇
日
』（
平
成
二
二
年
発
行
、
平
成
二
四
年
九
刷
）
一
三
二
以
下
、
一
四

五
以
下
、
一
七
五
以
下
、
一
八
六
以
下
、
一
九
八
以
下
、
二
二
五
以
下
、
二
六
九
頁
以
下
、
佐
木
隆
三
「
解
説
」
同
書
三
四
五
頁
、
井
上
薫
『
裁
判

官
が
見
た
光
市
母
子
殺
害
事
件

天
網
恢
恢
疎
に
し
て
逃
さ
ず
』（
平
成
二
一
年
）
七
四
以
下
、
二
四
六
頁
以
下
参
照
。
特
に
少
年
法
の
関
係
で
は
、

土
師
守
『
淳
』（
平
成
一
四
年
発
行
、
平
成
二
七
年
五
刷
）
二
四
四
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
宗
像
紀
夫
「
1

日
本
の
刑
事
司
法
に
お
け
る
検
察
の
役

割
―
特
捜
検
事
の
見
た
司
法
制
度
改
革
、
検
察
の
責
務
及
び
犯
罪
被
害
者
へ
の
配
慮
―
」
森
下
忠
ほ
か
編
集
代
表
『
日
本
刑
事
法
の
理
論
と
展
望

下
巻
―
佐
藤
司
先
生
古
稀
祝
賀
―
』（
平
成
一
四
年
）
一
九
頁
以
下
、
高
田
昭
正
ほ
か
「
集特
被
害
者
保
護
と
刑
事
手
続
」
刑
法
雑
誌
四
二
巻
一
号
（
平

成
一
四
年
）
七
九
頁
以
下
、
奥
村
正
雄
「
特
集

犯
罪
被
害
者
と
量
刑
―
分
科
会
の
趣
旨
」
刑
法
雑
誌
五
二
巻
三
号
（
平
成
二
五
年
）
四
九
頁
以
下
、

大
久
保
哲
「
刑
法
と
報
復
の
論
理
」
徳
田
靖
之
ほ
か
編
著
『
刑
事
法
と
歴
史
的
価
値
と
そ
の
交
錯

内
田
博
文
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
』（
平
成
二
八

年
）
七
三
六
頁
以
下
、
本
庄
武
「
6

最
近
の
刑
事
立
法
は
何
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
」
浜
井
浩
一
責
任
編
集
『
シ
リ
ー
ズ
刑
事
司
法
を

考
え
る
第
6
巻
犯
罪
を
ど
う
防
ぐ
か
』（
平
成
二
九
年
）
一
二
三
頁
参
照
）、
近
代
国
家
の
物
理
的
強
制
力
の
独
占
と
と
も
に
、
極
限
ま
で
限
定
さ
れ

て
い
た
「
被
害
者
」
の
刑
事
司
法
上
の
地
位
を
再
認
識
さ
せ
た
も
の
と
も
言
え
る
（
吉
田
・
前
掲
注
（
10
）
懲
罰
社
会
三
五
頁
は
、「「
被
害
者
の
ル

ネ
サ
ー
ン
ス
」
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
被
害
者
が
刑
事
訴
追
か
ら
排
除
さ
れ
る
前
の
時
代
に
戻
り
、
刑
事
訴
追
の
私
事
化
を
促
進

す
る
べ
き
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
捜
査
手
続
き
か
ら
始
ま
る
刑
事
手
続
き
全
般
に
わ
た
っ
て
、
被
害
者
を
人
と
し
て
尊

重
す
る
べ
き
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
勿
論
「
フ
ェ
ー
デ
」
の
昔
に
戻
る
と
い
う
趣
旨
で
は
決
し
て
な
く
、

理
念
的
に
も
っ
と
「
当
事
者
」
的
な
扱
い
を
す
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、「
国
家
刑
罰
権
」
を
前
提
と
す
る
以
上
、「
刑
事
司
法
の
当
事
者
」

と
ま
で
は
位
置
付
け
ら
れ
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
ろ
う
（
番
敦
子
「
4

犯
罪
被
害
者
支
援
」
指
宿
信
責
任
編
集
『
シ
リ
ー
ズ
刑
事
司
法
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を
考
え
る
第
4
巻
犯
罪
被
害
者
と
刑
事
司
法
』（
平
成
二
九
年
）
七
〇
、
七
二
頁
以
下
、
滝
沢
誠
「
被
害
者
参
加
制
度
に
つ
い
て
」
刑
法
雑
誌
五
四
巻

二
号
（
平
成
二
七
年
）
二
六
、
三
二
頁
、
加
藤
克
佳
「
犯
罪
被
害
者
の
権
限
拡
充
法
制
の
意
義
と
課
題
」
刑
法
雑
誌
四
三
巻
三
号
（
平
成
二
〇
年
）

八
一
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
川
出
敏
裕
「
犯
罪
被
害
者
の
刑
事
裁
判
へ
の
参
加
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
九
号
（
平
成
一
九
年
）
二
〇
頁
左
）。
N
och
vgl.

D
ieter
Rōssner,W
IED
ERGU
T
M
A
CH
EN
ST
A
T
T
Ū
BELV
ERGELT
EN
（
ST
RA
F‐
）
T
H
EO
RET
ISCH
E
BEGRŪ
N
D
U
N
G
U
N
D

EIN
GREN
ZU
N
G
D
ER
K
RIM
IN
A
LPO
LIT
ISCH
EN
ID
EE,derselbe.u.a（
H
rsg.）,T
ǎter-O
pfer-A
usgleich:V
om
zw
ischenm
en-

schlichen
W
eg
zur
W
iederherstellung
des
Rechtsfriedens,1990,S.8f.）
と
と
も
に
、
近
代
国
家
の
行
き
過
ぎ
を
刑
事
司
法
上
揺
り
戻
し
た

も
の
と
も
言
え
よ
う
（
な
お
、
柳
重
雄
「
死
刑
適
用
の
拡
大
を
考
え
る
―
裁
判
員
制
度
の
は
じ
ま
る
前
に
検
討
す
る
べ
き
こ
と
」
自
由
と
正
義
五
九

巻
五
号
（
平
成
二
〇
年
）
一
四
一
頁
右
参
照
。
国
家
機
関
が
き
ち
ん
と
し
た
対
応
が
で
き
な
い
と
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
か
に
つ
い
て
は
、
明
治

初
期
の
事
例
に
つ
き
、
吉
村
・
前
掲
注
（
33
）
最
後
の
仇
討
参
照
の
ほ
か
、
戦
後
に
お
け
る
警
察
力
の
低
下
と
ヤ
ク
ザ
の
攻
防
の
物
語
に
つ
き
、
田

岡
一
雄
『
完
本

山
口
組
三
代
目

田
岡
一
雄
自
伝
』（
平
成
二
七
年
初
刷
・
二
刷
）
一
八
六
頁
以
下
参
照
）。

こ
れ
に
対
し
、
小
法
廷
の
五
名
の
裁
判
官
の
う
ち
三
名
対
二
名
の
結
論
に
よ
り
、
原
判
決
の
無
期
懲
役
刑
を
維
持
し
た
判
例
と
し
て
、
最
一
小
決

平
成
二
〇
・
二
・
二
〇
裁
判
集
刑
二
九
三
号
一
一
九
頁
が
あ
る
。
暴
力
団
内
部
で
の
女
性
関
係
を
め
ぐ
る
争
い
を
き
っ
か
け
と
し
た
強
盗
殺
人
事
件

等
が
問
題
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
甲
斐
中
辰
夫
裁
判
官
と
才
口
千
晴
裁
判
官
は
首
謀
者
に
当
た
る
者
に
つ
き
、「
死
刑
を
回
避
す
る
に
足
り
る
特

に
酌
量
す
べ
き
事
情
が
あ
る
か
否
か
に
つ
き
更
に
審
理
を
尽
く
さ
せ
る
た
め
、
原
裁
判
所
に
差
し
戻
す
べ
き
で
あ
る
と
」
す
る
も
の
で
あ
り
（
一
二
七
、

一
三
〇
頁
）、
前
述
の
い
わ
ゆ
る
光
市
母
子
殺
害
事
件
判
決
差
戻
し
最
高
裁
判
決
と
同
様
な
判
断
枠
組
み
と
も
言
え
る
の
で
、
殺
害
さ
れ
た
二
名
の
暴

力
団
員
Ａ
及
び
そ
の
関
係
者
Ｂ
と
い
う
行
為
客
体
の
性
質
の
違
い
―
本
件
に
お
い
て
は
、
客
観
的
に
被
害
者
Ａ
が
首
謀
者
の
交
際
し
て
い
た
女
性
を

寝
取
っ
た
形
に
な
っ
た
こ
と
の
ほ
か
、
被
害
者
Ａ
が
首
謀
者
に
対
し
殺
害
に
使
用
さ
れ
た
拳
銃
を
預
け
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
（
一
二
一
、

一
二
三
頁
）
―
が
影
響
し
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
、
暴
力
団
と
い
う
部
分
社
会
内
で
の
抗
争
事
件
で
あ
り
、
し
か
も

同
じ
暴
力
団
内
で
の
事
件
と
い
う
こ
と
で
―
も
っ
と
も
、
被
害
者
Ｂ
は
暴
力
団
事
務
所
に
全
く
無
関
係
な
者
と
の
主
張
も
見
ら
れ
る
（
検
察
官
の
上

告
趣
意
一
三
四
頁
）
も
の
の
、
二
審
の
認
定
に
よ
る
と
、「
Ｂ
は
、
Ａ
班
に
属
し
て
日
が
浅
く
、
Ａ
経
営
の
飲
食
店
の
従
業
員
と
し
て
稼
働
し
て
い
た

も
の
」（
検
察
官
の
上
告
趣
意
一
四
一
頁
に
よ
る
）
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
Ａ
の
「
関
係
者
」
と
い
う
こ
と
で
は
あ
ろ
う
（
同
一
七
〇
頁
で
は
、
検

察
官
自
身
も
「
Ａ
班
の
準
構
成
員
と
い
い
得
る
立
場
に
あ
っ
た
」
と
は
し
て
い
る
）
―
、
近
時
の
家
庭
内
で
の
二
名
以
上
の
殺
害
事
件
の
無
期
懲
役

刑
の
宣
告
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
同
様
な
取
り
扱
い
と
言
え
な
く
も
な
か
ろ
う
。
さ
ら
に
、
最
一
小
判
平
成
二
八
・
一
二
・
五
刑
集
七
〇
巻
八
号
七

四
九
頁
は
、「
被
告
人
が
暴
力
団
員
と
の
間
で
当
該
暴
力
団
員
に
土
地
の
所
有
権
を
取
得
さ
せ
る
旨
の
合
意
を
し
、
被
告
人
が
代
表
者
を
務
め
る
会
社

名
義
で
当
該
土
地
を
売
主
か
ら
買
い
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
土
地
に
つ
き
売
買
契
約
を
登
記
原
因
と
す
る
所
有
権
移
転
登
記
等
を
当
該
会
社
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名
義
で
申
請
し
て
当
該
登
記
等
を
さ
せ
た
行
為
に
つ
い
て
、
売
買
契
約
の
締
結
に
際
し
当
該
暴
力
団
員
の
た
め
に
す
る
旨
の
顕
名
が
一
切
な
く
、
当

該
売
主
が
買
主
は
当
該
会
社
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
な
ど
の
本
件
事
実
関
係
（
判
文
参
照
）
の
下
で
は
、
当
該
登
記
等
は
当
該
土
地
に
係
る
民
事

実
体
法
上
の
物
権
変
動
の
過
程
を
忠
実
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
係
る
申
請
が
電
磁
的
公
正
証
書
原
本
不
実
記
録
罪
に
い
う
「
虚
偽
の
申

立
て
」
で
あ
る
と
は
い
え
ず
、
ま
た
、
当
該
登
記
等
が
同
罪
に
い
う
「
不
実
の
記
録
」
で
あ
る
と
も
い
え
な
い
。」
と
の
「
判
決
要
旨
」
を
示
し
た
（
七

四
九
頁
）。
本
件
は
直
接
に
は
民
法
一
〇
〇
条
・
九
三
条
な
ど
の
解
釈
を
前
提
と
し
た
（
一
審
七
八
九
頁
以
下
、
最
高
七
五
三
頁
以
下
。
こ
れ
に
対
し
、

二
審
七
九
九
頁
以
下
）
刑
法
一
五
七
条
一
項
・
一
五
八
条
一
項
の
解
釈
問
題
に
止
ま
る
し
、
ま
た
「
暴
力
団
員
」
の
関
与
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
通

用
し
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
結
論
的
に
「
暴
力
団
員
」
関
係
者
を
捕
捉
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
ま
た
別
の
対
応
に
よ
る
べ
き
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
（
成
瀬
幸
典
「
判
批
」
法
学
教
室
四
三
八
号
（
平
成
二
九
年
）
一
三
八
頁
右
も
参
照
）。

三

お
わ
り
に

以
上
の
論
旨
は
、
徒
ら
に
苛
酷
な
刑
罰
制
度
を
認
め
る
と
い
う
趣
旨
で
は
な
く
、
よ
り
良
い
「
社
会
・
国
家
」
を
維
持
・
増
進
す
る
た

め
に
必
要
な
対
応
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
来
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
ひ
と
り
「
暴
力
団
員
」
の
み
な
ら
ず
「
一
般
市
民
」
等
も
日
本

の
刑
罰
法
規
の
遵
守
を
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
帰
結
と
な
る
。
と
は
い
え
、「
暴
力
団
員
」
の
よ
う
に
、
殊
更
「
私
力
」
に

訴
え
て
事
の
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
人
・
集
団
に
つ
い
て
は
、「
近
代
社
会
・
国
家
」
の
原
則
に
真
っ
向
か
ら
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
、
強
い
非
難
に
値
す
る
こ
と
は
明
ら
か
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う(53
)。
法
を
担
う
主
体
の
自
覚
の
不
足
な
ど
に
よ
り
自

ず
と
限
界
も
あ
ろ
う
が
、
我
々
は
可
能
な
限
り
「
法
化
社
会
」
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ゆ
え
ん
で
あ
る(54
)。
他
方
、
被
害
者
の
『
司

法
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
』
を
満
た
す
助
け
を
す
る
こ
と
が
そ
の
重
要
な
目
的
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
・「
修
復
的
司
法(55
)｣
の

さ
ら
な
る
進
展
は
今
後
の
課
題
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う(56
)。
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（
53
）
と
い
う
の
も
、
犯
罪
者
を
訴
追
し
処
罰
す
る
の
は
、
害
を
防
止
し
安
全
と
良
き
秩
序
を
も
た
ら
す
べ
き
国
家
の
義
務
か
ら
来
る
も
の
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
（
V
gl.L.Zedner,（
A
nm
.35）
Security
P.91）。

（
54
）
法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
編
・
前
掲
注
（
22
）
犯
罪
白
書
の
は
し
が
き
（
佐
久
間
達
哉
）
に
よ
る
と
、「
平
成
八
年
以
来
、
毎
年
戦
後
最
多
を
更
新

し
た
刑
法
犯
の
認
知
件
数
が
一
四
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
二
八
年
に
は
戦
後
初
め
て
一
〇
〇
万
件
を
下
回
り
、
ビ
ー
ク
時
の
約
三
分
の
一
ま

で
減
少
す
る
な
ど
、
我
が
国
の
犯
罪
情
勢
は
全
体
と
し
て
大
き
く
改
善
し
て
い
る
。」
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
一
方
で
、
凶
悪
事
件
の
発
生
は
後
を
絶
た

な
い
こ
と
な
ど
や
、
再
犯
防
止
対
策
を
充
実
さ
せ
る
試
み
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
認
知
件
数
は
警
察
等
が
そ
の
発
生
を
認
知
し
た
事
件
の
数
と

し
て
、
犯
罪
の
実
数
に
最
も
近
い
官
庁
統
計
と
さ
れ
て
お
り
（
金
ほ
か
・
前
掲
注
（
12
）
刑
事
政
策
八
頁
）、
減
少
し
た
こ
と
は
確
か
な
の
で
あ
ろ
う

か
ら
、
喜
ば
し
い
傾
向
と
言
っ
て
良
い
と
思
わ
れ
る
が
、
犯
罪
が
減
少
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
「
被
害
」
を
受
け
た
者
は
耐
え
が
た
い
思
い
に
か
ら
れ
る

こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
比
較
的
軽
微
な
犯
罪
行
為
に
つ
い
て
も
過
敏
に
な
る
こ
と
も
否
め
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
（
こ
の
点
、
萱
野
・

前
掲
注
（
6
）
死
刑
九
八
頁
以
下
参
照
）。

（
55
）
ハ
ワ
ー
ド
・
ゼ
ア
〔
平
山
真
理
訳
〕「
講
演

近
代
に
お
け
る
刑
罰
論
と
修
復
的
司
法
―
修
復
的
司
法
と
伝
統
的
刑
事
司
法
制
度
の
比
較
よ
り
見
え

て
く
る
も
の
と
は
」
早
稲
田
大
学
比
較
法
学
四
〇
巻
三
号
（
平
成
一
九
年
）
八
九
以
下
、
九
二
頁
参
照
。
な
お
、
黒
澤
睦
「
関
係
修
復
正
義
と
し
て

の
修
復
的
司
法
の
犯
罪
学
・
被
害
者
学
・
刑
事
政
策
学
的
素
地
―
犯
罪
・
被
害
原
因
論
と
し
て
の
関
係
犯
罪
論
か
ら
犯
罪
・
被
害
対
応
論
と
し
て
の

関
係
犯
罪
論
・
親
告
罪
論
へ
―
」
西
村
春
夫
ほ
か
編
著
『
修
復
的
正
義
の
諸
相

細
井
洋
子
先
生
古
稀
祝
賀
』（
平
成
二
七
年
）
一
一
九
頁
。
部
分
的

に
は
、「
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
」
の
第
六
章
に
見
ら
れ
る
も
の
と
言
え
よ

う
か
。

（
56
）
な
お
、
本
稿
は
立
法
論
を
展
開
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
お
ら
ず
、「
死
刑
」
制
度
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
は
立
法
政
策
の
問
題
と
考
え
る
が
、
実

体
刑
法
上
の
観
点
か
ら
は
、
こ
の
程
度
の
「
行
為
」
を
行
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
「
死
刑
」
に
値
す
る
と
の
判
断
は
あ
り
う
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
（
＝

「
犯
罪
」
と
そ
れ
に
対
す
る
「
刑
罰
」
と
い
う
視
座
）。
自
己
の
「
行
為
」
に
対
す
る
「（
刑
事
）
責
任
」
を
重
く
受
け
止
め
ね
ば
な
る
ま
い
。




